
か
ら
で
も
あ
ら
う
。
〈
中
略
〉
『
大
阪
朝
日
』
と
『
大
阪
毎
日
』
と
に
関

と
で
、
大
阪
の
新
聞
社
は
地
方
読
者
を
開
拓
し
、
発
行
部
数
を
延
ば
し
た
。

明
治
二
十
二
年
、
東
海
道
線
が
全
通
し
て
輸
送
経
路
が
確
保
さ
れ
た
こ

が
経
営
、
人
材
と
も
に
充
実
し
て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

化
的
運
動
が
未
だ
地
方
的
分
野
に
拠
つ
て
立
ち
得
た
時
代
で
あ
っ
た

見
せ
た
。
勿
論
中
央
文
壇
の
刺
戟
も
あ
っ
た
だ
ら
う
が
、

―
つ
の
文

二
十
四
年
五
年
頃
に
は
大
阪
の
文
学
も
明
治
年
代
初
め
て
の
全
盛
を

――――五

明
治
期
の
大
阪
の
雑
誌

治
中
期
の
大
阪
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

係
あ
る
文
芸
家
が
、
そ
れ
人
＼
対
立
し
て
新
聞
以
外
の
機
関
を
有

だ
い
て
う

し
、
相
対
抗
し
て
気
勢
を
揚
げ
た
の
で
あ
る
。
『
大
朝
』
側
で
は
、
ニ

十
四
年
四
月
に
『
な
に
は
が
た
』
を
創
刊
し
た
。
〈
中
略
〉
此
の
『
な

に
は
が
た
』
の
集
団
は
浪
華
文
学
会
と
云
ふ
名
の
下
に
三
四
十
人
の

名
を
列
ね
て
ゐ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
大
毎
』
派
は
大
阪
文
芸
会
な

ほ

る
名
の
下
に
略
ぼ
同
数
の
社
中
を
揃
へ
、
機
関
誌
『
大
阪
文
芸
』
を

大
阪
で
創
刊
さ
れ
た
二
大
新
聞
、
す
な
わ
ち
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
と
「
大

阪
侮
日
新
聞
」
の
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
聞
以
外
の
機
関
を
興
し
、

雑
誌
を
発
行
し
て
、
大
阪
の
文
学
を
盛
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
新
聞
人
が
文
学
活
動
に
積
極
的
に
な
っ
た
の
は
、
新
聞
社

大
阪
の
文
学
が
「
初
め
て
の
全
盛
を
見
せ
た
」
明
治
二
十
四
、
五
年
は
、

ー
」
（
『
京
阪
百
話
』
昭
和
8
年
7
月
17
日
発
行
、
日
東
書
院
）
の
中
で
、
明

同
じ
く
二
十
四
年
十
月
か
ら
続
刊
し
た
。

河
合
酔
客
は
「
明
治
三
十
年
代
の
大
阪
—
こ
の
頃
の
世
相
と
文
芸
雑
誌

|
「
這
文
芸
」

細
目
1
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で
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
木
内
愛
渓
が
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
入
社
し
た
。

明
治
二
十
三
年
に
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
を
詐
欺
取
材
犯
嫌
疑
で
解
雇
さ

れ
た
宇
田
川
文
海
が
人
社
し
、
続
き
物
に
筆
を
揮
っ
た
。
そ
し
て
、
木
内

愛
渓
や
宇
田
川
文
海
ら
大
阪
毎
日
新
聞
で
活
躍
し
て
い
た
人
た
ち
が
中
心

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
社
の
発
展
を
背
景
に
、
新
聞
記
者
自
身
も
文
筆
に

と
な
っ
て
興
し
た
の
が
、
大
阪
文
芸
会
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
口
上
」
に
は
、
「
這
文
芸
」
の
発
刊
の
い
き
さ
つ
に

文
社
と
な
っ
て
い
る
。

所
は
東
区
平
野
五
丁
目
二
十
五
番
邸
の
菅
原
好
文
堂
、
印
刷
所
は
大
阪
国

行
所
は
大
阪
市
東
区
道
修
町
二
丁
目
二
十
四
番
邸
の
大
阪
文
芸
社
、
事
務

編
集
人
は
金
子
福
次
郎
、
発
行
兼
印
刷
人
は
菅
原
喜
一
郎
で
あ
る
。
発

発
す
る
と
と
も
に
、
記
者
も
ま
た
学
者
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
よ
う
努
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
二
年
、
「
都
新
聞
」

採
用
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
三
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
名
文
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

西
村
天
囚
が
入
社
し
た
。
こ
の
西
村
天
囚
を
中
心
に
明
治
二
十
四
年
に
発

足
し
た
の
が
、
浪
華
文
学
会
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
は
、
明

治
二
十
五
年
に
マ
リ
ノ
ニ
式
輪
転
機
を
導
入
し
、
発
行
部
数
を
さ
ら
に
延

れ
を
と
る
も
の
の
、
明
治
二
十
一
年
に
「
都
新
聞
」
か
ら
渡
辺
治
を
社
長

に
迎
え
、
社
内
改
革
と
紙
面
の
刷
新
を
試
み
た
。
特
に
、
渡
辺
は
、
記
者

者
が
自
分
で
取
材
に
行
き
、
記
事
を
書
く
よ
う
に
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
海

外
の
新
刊
書
を
買
い
入
れ
て
記
者
に
読
ま
せ
、
研
究
会
を
開
か
せ
、
週
一

回
ず
つ
当
番
を
作
っ
て
市
内
や
府
下
で
公
開
講
演
会
を
催
し
、
泄
人
を
啓

「
這
文
芸
」
は
、
明
治
二
十
四
年
十
月
十
九
日
に
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
。

「
這
文
芸
」
は
四
六
版
で
、
実
寸
は
縦
二
十
一
糎
・
横
十
五
糎
で
あ
る
。

一
号
は
六
十
一
頁
で
、
二
号
以
降
も
だ
い
た
い
六
十
頁
で
編
ま
れ
て
い

五
号
ま
で
は
鈴
木
菅
齋
、
六
号
か
ら
八
号
ま
で
は
亀
一
山
の
デ
ザ
イ
ン
が

る
。
定
価
は
一
号
か
ら
八
号
ま
で
、

一
律
七
銭
。
表
紙
絵
は
、

一
号
か
ら

の
見
聞
を
広
め
る
と
同
時
に
、
記
者
の
社
会
的
地
位
を
高
め
よ
う
と
、
記

な
っ
た
。

月
二
回
発
行
さ
れ
、
明
治
二
十
五
年
二
月
一
日
の
八
号
を
も
っ
て
廃
刊
と

一
方
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
は
発
行
部
数
で
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
遅

ば
し
て
急
成
長
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

動
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
文
学
会
の
結
成
や
雑
誌
の
発
行
な
ど
の
文
学
活

三六



非
と
も
世
間
の
具
眼
者
に
見
て
貰
ひ
た
く
思
ふ
の
ぢ
や
と
、
他
の
一

ど
う

人
が
言
ふ
、
夫
れ
に
は
機
関
の
文
学
雑
誌
を
発
兌
し
て
は
何
だ
ら

う
、
其
事
々
々
僕
も
大
ひ
に
賛
成
だ
、
拙
者
も
同
意
で
御
座
る
と
、

た
ち

話
忽
ま
ち
一
決
し
て
、
扱
て
こ
そ
絃
に
大
阪
文
芸
と
云
ふ
紙
よ
ご
し

が
現
は
れ
た
れ
、
右
の
次
第
な
れ
ば
、
木
の
葉
な
が
ら
も
銘
々
が
、

ち

ゑ

ぶ

く

ろ

ど

う

ぞ

腕
か
ぎ
り
根
か
ぎ
り
、
智
恵
嚢
か
ら
絞
り
出
し
て
、
何
卒
御
覧
下
さ

も
御
尤
、
僕
が
意
匠
惨
愴
、
苦
心
を
凝
ら
せ
し
あ
の
文
章
こ
そ
、
是

歌
舞
伎
狂
言
作
者
、
画
家
と
幅
広
い
。

三七

る
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
新
聞
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
漢
学
者
や
漢
詩
人
、

竹
柴
諺
蔵
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
崎
紅
葉
ら
と
と
も
に
硯
友
社
を
興
し

香
川
蓬
洲
、
宇
田
川
文
海
、
久
津
見
蕨
村
、
木
内
愛
渓
、
大
久
保
夢
遊
、

芸
」
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
夕
の
空
談
に
流
す
は
惜
い
も
の
だ
、
お
負
け
に
寄

く

さ

、

れ

じ

ま

ひ

か

こ

つ
て
た
か
つ
て
嘲
諌
了
と
は
情
な
し
と
、
一
人
が
詫
て
ば
、
如
何
に

べ
た
も
の
を
、

尾
崎
紅
葉
に
つ
な
が
り
の
あ
る
硯
友
社
系
統
の
雑
誌
で
あ
る
「
葦
分
船
」

ら
ぬ
な
り
、

ア
、
何
う
も
是
れ
で
は
困
ま
る
、
折
角
あ
れ
ほ
ど
に
調

当
時
大
阪
の
文
芸
社
会
に
羽
ば
た
き
な
せ
る
天
狗
共
が
、
類
は
友
も

け
た
れ
、
さ
る
ほ
ど
に
之
れ
に
馳
せ
集
り
た
る
面
々
は
、
無
く
て
七

な

癖
、
有
つ
て
四
十
八
癖
の
外
に
、
猶
ほ
一
癖
づ
、
あ
る
輩
な
れ
ば
、

さ

そ

何
が
扱
て
会
合
の
度
ご
と
に
は
、
鞍
馬
の
山
の
夫
れ
に
は
あ
ら
ね

ど
、
大
天
狗
、
小
天
狗
、
太
郎
坊
に
次
郎
坊
、
小
桜
坊
、
羽
衣
坊
、

さ

お

に

か

け

ぱ

う

倍
て
は
鬼
鹿
毛
坊
な
ん
ど
ま
で
が
、
鼻
高
々
と
相
詰
む
れ
ば
、
法
螺

の
吹
合
か
ま
び
す
し
く
、
羽
扇
な
ら
ぬ
舌
頭
の
戦
ひ
い
と
も
目
覚
し

い

つ

そ

の

ば

こ

の

つ

ぎ

け
れ
ど
、
侮
も
其
席
限
り
の
空
談
に
流
れ
、
ヘ
イ
左
様
な
ら
又
次
会

わ
か
れ

に
と
分
袂
て
仕
舞
ば
、
峰
の
霞
と
も
ろ
と
も
に
、
消
へ
て
影
だ
に
残

夫
に
工
夫
を
凝
ら
せ
し
な
れ
ば
、
そ
の
志
の
殊
勝
さ
に
免
じ
て
、
御

「
口
上
」
で
は
、
機
関
誌
発
刊
の
理
由
は
、
大
阪
文
芸
会
の
会
合
に
お

も
の
だ
」
と
し
て
発
案
さ
れ
た
と
い
う
が
、
既
に
「
な
に
は
が
た
」
が
明

治
二
十
四
年
四
月
に
浪
華
文
学
会
よ
り
発
刊
さ
れ
、
ま
た
同
年
七
月
に
は

が
発
刊
し
て
い
る
の
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
意
識
し
て
、
「
這
文

「
這
文
芸
」
の
創
刊
当
時
の
会
員
数
は
三
十
七
名
で
、
主
要
メ
ン
バ
ー
は

た
丸
岡
九
華
も
い
た
。
さ
ら
に
、
四
号
か
ら
は
菊
池
幽
芳
が
加
わ
っ
て
い

い
て
「
折
角
あ
れ
ほ
ど
に
調
べ
た
も
の
を
、

一
夕
の
空
談
に
流
す
は
惜
い

ま
を

文
芸
記
者
一
同
か
し
こ
ま
つ
て
白
す

夫
れ
で
我
等
の
願
ひ
は
足
る
な
り

覧
な
す
ツ
て
、
お
褒
め
な
す
ツ
て
、
お
購
ひ
な
す
ツ
て
下
さ
ら
ば
、

て
集
り
た
る
其
会
合
を
ば
、
事
仰
山
に
も
大
阪
文
芸
会
と
こ
そ
名
付

も、

一
字
一
句
に
も
念
を
入
れ
、
趣
向
は
妙
案
な
ら
ぬ
ま
で
も
、
エ

れ
と
て
、
お
目
に
か
け
ま
す
次
第
な
れ
ば
、
文
は
名
文
な
ら
ぬ
ま
で



関
誌
の
掲
載
範
囲
も
論
説
、
小
説
、
院
本
、
脚
本
、
人
情
話
、
落
語
、
能
、

も
含
み
混
沌
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
近
代
文
学
大

い
で
や
今
真
正
の
起
稿
者
と
称
す
る
に
堪
ふ
る
も
の
、
み
に
就
き
て

来
の
経
歴
に
徴
し
て
こ
の
四
十
余
人
者
を
点
検
す
れ
ば
未
だ
連
に
わ

算
せ
ら
れ
た
り
予
輩
登
一
驚
を
喫
せ
ざ
ら
ん
や
。
さ
れ
ど
仔
細
に
従

心
を
寄
せ
る
者
の
集
り
と
し
て
当
時
の
大
阪
で
の
段
階
で
は
純
粋
な
文
学

今
本
編
起
稿
者
た
る
も
の
実
に
思
料
の
外
に
出
で
こ
の
多
数
を
も
て

そ
れ
ゆ
え
か
、
「
虚
文
芸
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
も
、
論
説
、
小
説
、
随

漫
筆
、
謡
曲
、
狂
言
、
俄
、
漢
文
、
和
文
、
英
詩
、
和
歌
、
長
歌
、
俳
諧
、

し
か
し
、
こ
の
雑
多
性
か
ら
、
「
這
文
芸
」
は
文
芸
雑
誌
と
し
て
の
評
価

は
あ
ま
り
高
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
島
吉
雄
は
『
大
阪
の
文
芸
〈
毎
日

放
送
文
化
双
書
10
〉
』
（
昭
和
48
年
11
月
20
日
発
行
、
毎
日
放
送
）
の
中
で
、

「
『
大
阪
文
芸
』
の
内
容
は
、
〈
中
略
〉
極
め
て
雑
で
あ
る
」
、
「
大
阪
に
現
在

あ
る
芸
能
的
な
も
の
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
何
で
も
と
り

い
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
、
「
『
葦
分
船
』
と
も
通
じ
る
遊
戯
性
は
、
論
説
の

部
）
で
、
「
『
な
に
は
が
た
』

の
方
は
新
し
く
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
小
説
に

性
を
も
っ
と
い
え
る
の
に
対
し
、
『
大
阪
文
芸
』
の
方
は
前
時
代
的
低
さ
を

事
典
第
五
巻
新
聞
・
雑
誌
』
（
昭
和
52
年
11
月
18
日
発
行
、
講
談
社
）
で
も
、

高
松
敏
男
が
「
虚
文
芸
」
の
項
目
で
、
「
全
体
的
に
見
て
作
品
の
水
準
が
低

い
の
は
、
会
の
性
格
そ
の
も
の
に
親
睦
的
要
素
が
強
く
、
し
た
が
っ
て
機

が
浪
花
文
学
の
為
に
慶
賀
す
る
を
得
ざ
る
も
の
あ
る
を
い
か
に
せ
ん

そ
の
著
作
を
検
し
以
て
文
芸
そ
の
物
の
価
値
を
定
め
な
ん
。

を
以
て
文
学
者
そ
の
人
に
乏
し
き
を
歎
ず
る
を
耳
に
せ
り
。
然
る
に

代
も
『
関
西
文
壇
の
形
成
』
（
昭
和
50
年
9
月
20
日
発
行
、
前
田
書
店
出
版

有
余
名
の
多
き
を
得
た
り
。
予
輩
は
常
に
世
の
論
者
が
現
時
の
浪
花

あ
り
方
と
と
け
あ
わ
な
い
」
と
そ
の
欠
点
を
指
摘
し
て
い
る
し
、
明
石
利

先
づ
そ
の
起
稿
者
人
名
な
る
も
の
を
検
す
れ
ば
そ
の
員
数
実
に
四
十

予
輩
は
今
大
阪
文
芸
を
取
り
て
卿
所
見
を
述
べ
ん
と
す
る
に
当
り
て

唱
歌
、
和
訳
と
多
岐
に
わ
た
る
。

格
に
対
す
る
批
判
と
受
け
取
れ
る
。

筆
、
伝
記
、
歴
史
談
、
史
伝
、
紀
文
、
院
本
、
脚
本
、
人
情
話
、
落
語
、

狂
言
、
俄
、
漢
文
、
和
文
、
詩
、
歌
、
俳
諧
と
博
採
広
蒐
し
す
ぎ
た
た
め

と
受
け
と
れ
る
」
と
分
析
し
た
。
い
ず
れ
の
評
価
も
、
文
芸
と
い
う
も
の

を
小
説
や
脚
本
、
論
説
に
限
定
せ
ず
、
広
範
囲
で
捉
え
た
「
這
文
芸
」
の
性

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
這
文
芸
」
発
刊
当
時
か
ら
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
明
治
二
十
五
年
二
月
一
日
発
行
の
「
な
に
は
が
た
」
（
第
十
冊
）

で、

木
崎
好
尚
が
「
這
文
芸
」
の
一
号
か
ら
四
号
を
詳
し
く
批
評
し
て
い
る
。
次

の
よ
う
で
あ
る
。

――――八



述
べ
て
い
る
。

廣
蒐
す
る
を
の
み
つ
と
め
て
他
の
技
芸
な
る
も
の
A

局
面
を
開
か
ず
」
と

情
話
な
ど
の
文
学
と
同
一
紙
面
に
参
見
し
長
短
相
助
け
高
下
相
補
ひ
以
て

木
崎
好
尚
は
「
這
文
芸
」
を
こ
の
よ
う
に
論
じ
、
続
い
て
宇
田
川
文
海
の

小
説
「
紅
葉
」
、
竹
柴
諺
蔵
の
脚
本
「
小
督
」
、
木
内
愛
渓
の
歴
史
談
に
言
及

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
記
事
に
つ
い
て
は
「
彼
の
児
童
の
遊
戯

団
に
所
謂
チ
ャ
リ
ボ
な
る
も
の
、
如
き
に
至
り
て
は
固
よ
り
本
編
の
上
に

る
。
そ
こ
に
は
「
只
予
輩
の
残
念
に
思
へ
る
節
を
憚
り
な
く
放
言
せ
し
め

ん
か
か
、
る
事
々
し
き
和
漢
文
が
い
か
に
博
採
主
義
な
れ
ば
と
て
俄
、
人

浪
花
文
学
の
為
に
斯
道
の
調
和
を
計
ら
る
、
の
大
度
量
熱
心
に
呆
然
た
る

も
の
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
小
説
や
脚
本
を
文
学
の
第
一
と
考
え
る
木

崎
好
尚
、
す
な
わ
ち
「
な
に
は
が
た
」
の
文
学
態
度
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、

木
崎
好
尚
は
、
明
治
二
十
五
年
三
月
一
日
発
行
の
「
な
に
は
が
た
」
（
第
十

一
冊
）
に
お
い
て
も
、
「
這
文
芸
」
の
五
号
か
ら
八
号
を
評
し
、
「
文
芸
と
技

芸
と
を
両
脚
柱
と
な
し
そ
の
発
達
進
歩
を
し
て
双
々
相
均
一
な
ら
し
め

ん
」
と
す
る
「
這
文
芸
」
の
方
針
に
対
し
て
、
「
単
に
雑
駁
な
る
文
辞
を
博
採

ま
た
、
明
治
二
十
四
年
十
一
月
八
日
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
は
、
「
大

阪
文
芸
第
―
二
号
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
雑
誌
紹
介
が
掲
載
さ
れ
た
。

於
て
嘔
も
そ
の
実
価
を
増
損
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
も
述
べ
て
い

義
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

――――九

「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
、
批
評
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、

た
れ
ど
某
氏
の
文
を
評
し
て
「
い
で
や
」
と
あ
り
て
「
と
も
よ
」
と

結
び
告
げ
な
ん
申
さ
ん
な
ど
「
ん
」
の
字
に
て
結
ば
さ
る
及
び
「
忽

慨
嘆
の
至
に
堪
へ
ず
」
の
旬
あ
る
を
難
ぜ
し
文
あ
り
同
氏
「
い
で
や
」

か
、
り
む
す
ぴ

は
発
語
の
辞
に
し
て
掛
結
に
関
係
な
き
を
知
ら
ず
又
中
古
の
文
に

は
「
忽
に
嘆
息
に
堪
へ
ず
」
な
ど
あ
る
を
も
知
ら
ざ
る
者
と
覚
し

も
っ
と
も
尤
「
吾
人
は
雅
語
雅
文
漢
語
漢
文
を
知
ら
ず
」
と
断
ら
れ
た
れ
ば

斯
る
難
あ
る
も
怪
し
む
に
足
ら
ず
か
し
猶
一
号
二
号
共
に
作
者
口
上

か

書
の
多
く
し
て
本
文
の
短
か
き
は
う
る
さ
き
心
地
す
斯
く
は
云
ふ
も

す
ち
う
あ
し
わ
け
ぶ
ね

の
の
有
触
れ
た
る
お
ど
け
雑
誌
に
ま
さ
る
こ
と
無
論
数
器
葦
分
船
と

と

か

く

か

く

の

ご

と

比
べ
て
伯
仲
の
間
に
し
る
べ
し
兎
に
角
如
此
き
好
雑
誌
の
続
々
我

た
の
も

浪
華
文
学
界
に
顕
は
れ
出
で
し
こ
そ
頼
栂
し
け
れ

当
時
の
ラ
イ
バ
ル
誌
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
「
な
に
は
が
た
」
や

大
阪
の
文
学
活
動
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
「
這
文
芸
」
が
発
刊
さ
れ
た
意

は
去
月
大
阪
文
芸
会
よ
り
発
兌
さ
れ
た
り

な
ら
ぺ
お
さ

し
が
論
説
小
説
落
語
狂
言
端
歌
百
々
一
何
で
も
並
収
む
る
好
雑
誌

い
づ

に
し
て
印
刷
製
本
共
に
う
つ
く
し
篇
々
何
れ
に
お
ろ
か
は
な
き
中
に

く

つ

み

し

お

ほ

い

久
津
見
氏
の
「
大
阪
文
学
者
に
望
む
」
の
一
篇
大
に
気
炎
を
吐
か
れ

●
大
阪
文
芸
第
―
二
号



「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
も
、
「
這
文
芸
」
の
批
評
や
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
宣
伝
目
的
も
あ
ろ
う
が
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て

●
大
阪
文
芸

出
で
た
り
出
で
た
り
大
阪
文
芸
会
の
機
関
雑
誌
と
し
て

す

こ

い

や

し

く

芸
』
は
出
で
た
り
世
上
の
好
評
頗
ぶ
る
高
く
し
て
荀
も
文
学
技
芸

そ

の
心
掛
あ
る
も
の
は
寄
る
と
障
る
と
其
の
批
評
に
日
を
暮
さ
ゞ
る
は

な
し
今
我
同
好
二
三
の
子
の
批
評
を
記
し
て
貴
社
に
投
ず
貴
社
幸
ひ

を
し

に
余
白
を
惜
む
な
か
れ

表
紙
の
体
裁

意
匠
感
服
と
云
ふ
の
外
な
し

む

口
上
六
つ
か
し
く
出
る
か
と
想
ひ
の
外
、
出
た
は
出
た
は
最
も
洒

こ
れ

落
に
最
も
滑
稽
に
又
最
も
優
し
く
出
た
り
之
で
は
そ
の
志
の
殊
勝
さ

文
学
者
の
目
的

に
免
じ
て
お
購
ひ
な
さ
ら
な
い
と
お
つ
し
や
る
御
人
は
天
下
広
し
と

雖
ど
も
恐
ら
く
は
あ
る
ま
い
と
存
す
る
な
り

ま

た

し

か

之
は
亦
驚
い
た
り
口
上
の
優
し
さ
に
引
替
へ
て
然

ま

余
り
好
し
と
は
申
し
兼
ね
た
れ
ど
先
づ
は
無
難
な
り

し

か

さ

す

が

ら

い

さ

い

し

強
ひ
て
云
へ
ば
趣
に
乏
し
併
し
下
品
な
ら
ざ
る
は
流
石
に
曾
斎
子
の

『
大
阪
文

西
の
屋
ひ
が
し

〈
明
治
24
年
11月
1
日
付
〉

あ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
れ
ら
を
す
べ
て
あ
げ
て
お
く
。

ま
た
、
大
阪
文
芸
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
記
者
と
し
て
在
籍
し
て
い
た

し

か

う

あ

に

そ

り
而
し
て
、
登
夫
れ
然
ら
ん
や
、

の
新
聞
論
説
然
た
る
御
説
法
、
文

な
ら

学
上
の
説
に
論
理
学
上
の
学
語
を
列
べ
た
エ
合
な
ど
は
チ
ト
肩
が
凝

も

っ

と

け

つ

そ

ん

こ

じ

ゃ

‘

た
り
尤
も
之
は
蕨
村
居
士
の
癖
で
動
も
す
れ
ば
ビ
ダ
ン
チ
ッ
ク
の

い
ふ
と
こ
ろ

風
が
あ
る
は
イ
ヤ
ハ
ヤ
恐
れ
入
り
奉
つ
る
併
し
所
説
は
至
極
御
最

た

ゞ

く

は

し

く

も
、
唯
末
節
が
云
ひ
足
ら
ぬ
や
う
な
り
今
少
し
詳
密
説
か
れ
た
し

そ

う

て

ん

か

い

お

よ

と

く

が

は

し

し

よ

せ

い

こ

あ

い

け

い

き

う

ち

く

ん

僧
天
海
及
び
徳
川
氏
の
初
世
是
れ
愛
渓
木
内
君
の
大
文
字
未
完
に

あ
た

し
て
全
部
を
見
る
能
は
ざ
れ
ば
未
だ
俄
か
に
評
し
難
し
と
雖
ど
も
能

＜
探
り
能
く
推
し
之
を
全
体
よ
り
見
れ
ば
徳
川
初
世
の
政
略
、
之
を

い

へ

や

す

ご

と

部
分
と
し
て
見
れ
ば
天
海
と
家
康
の
人
と
な
り
を
見
る
に
足
る
が
如

し
併
し
前
口
上
の
歴
史
論
東
洋
の
歴
史
家
を
駕
り
去
っ
た
る
所
は
好

い
づ

け
れ
ど
も
愛
渓
子
の
歴
史
の
哲
学
は
果
し
て
何
れ
に
あ
る
や
歴
史
を

編
む
の
ク
ラ
イ
テ
ク
ヲ
ン
は
事
実
の
蒐
集
考
証
を
主
と
す
る
に
あ
る

か
文
明
史
流
に
原
因
結
果
の
推
論
を
主
と
す
る
に
あ
る
か
予
の
言
に

依
れ
ば
ど
う
や
ら
ハ
ラ
ム
流
の
議
論
史
に
あ
ら
ざ
れ
ば
歴
史
で
な
い

つ
い
で

か
の
や
う
な
り
去
り
と
は
偏
見
に
は
あ
ら
ざ
る
か
否
や
序
に
申
す

子
の
文
に
彼
等
使
ひ
の
荒
い
は
閉
口
（

こ

う

え

ふ

に

げ

こ

う

じ

ゃ

う

紅
葉
病
気
々
々
と
遁
口
上
を
前
に
置
い
て
先
づ
批
評
家
の
口
を

さ
ん
ぜ
ん

縫
は
う
と
せ
ら
れ
た
は
是
れ
浪
花
の
文
学
界
に
斬
然
と
し
て
頭
角
高

そ

ぴ

う

だ

が

は

ぶ

ん

か

い

を

う

し

か

ど

も

そ

の

く
登
え
た
る
宇
田
川
文
海
翁
な
り
然
れ
共
批
評
家
は
決
し
て
其
遁
口

上
で
以
て
口
を
縫
る
A

者
に
は
候
は
ず
併
し
御
病
気
に
似
合
は
ぬ
御

―
―
―
―
-
〔
）
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筆
鋒
翁
が
許
多
の
作
中
最
も
傑
作
な
り
と
の
評
は
下
し
難
け
れ
ど
も

さ

と

て

い

つ

も

ち

が

た

い

へ

い

き

て

う

去
り
迎
下
作
に
は
非
ず
文
章
は
例
の
流
儀
と
異
ひ
太
平
記
調
と
の

幅
を
見
ざ
れ
ば
未
だ
妄
り
に
は
云
ひ
難
け
れ
ど
も
先
づ
は
結
構
な
り

さ
め

K
¥

但
し
此
の
編
の
末
尾
に
又
潜
然
と
涙
を
流
し
ぬ
と
あ
る
は
勇
猛
無
双

こ

だ

ま

ら

う

の
名
を
得
た
る
児
茉
三
郎
に
し
て
は
余
り
泣
き
過
ぎ
は
せ
ま
じ
き
や

お

よ

か

た

る

も

の

と
の
評
あ
れ
ど
凡
そ
物
語
の
実
地
を
云
へ
ば
語
者
先
づ
結
局
ま
で

の
事
を
心
中
に
描
く
を
常
と
す
左
れ
ば
悲
哀
の
結
局
な
れ
ば
語
る
と

度
に
押
し
流
す
は
実
地
に
あ
ら
ず
去
れ
ば
こ
の
所
当
編
中
尤
も
意
味

深
き
所
作
者
注
意
の
至
れ
る
所
な
り
と
云
ふ
べ
し

●
大
阪
文
芸
第
二
号

ひ
が
し
だ
う
し
う
ま
ち

は
広
告
の
通
り
昨
二
日
東
区
道
修
町
二
丁

き

う

ち

あ

い

け

い

し

そ

う

て

ん

か

い

と

く

が

は

し

目
の
同
社
よ
り
発
兌
せ
り
、
木
内
愛
渓
氏
の
僧
天
海
と
徳
川
氏
の

し

よ

せ

い

た

け

し

ば

げ

ん

ざ

う

し

こ

が

う

う

た

が

は

は

ん

ち

し

初
泄
（
歴
史
談
）
、
竹
柴
諺
蔵
氏
の
小
督
（
脚
本
）
、
宇
田
川
半
痴
氏
作

き
先
づ
初
め
に
大
い
に
泣
き
終
り
に
も
又
泣
く
な
り
殊
に
三
郎
が
こ

の
場
の
如
き
故
中
将
ど
の
、
こ
と
を
想
ひ
出
で
た
る
所
ろ
、
潜
然
は

愚
か
な
こ
と
慟
哭
す
る
も
尚
ほ
可
な
り
芝
居
流
浄
瑠
璃
風
に
物
語
の

せ

り

あ

げ

し

ま

初
め
に
少
し
泣
き
語
る
に
従
っ
て
段
々
と
泣
く
度
を
競
上
て
行
き
終

た
め
な
み
だ

お
ほ
お
と
し

ひ
に
ー
大
落
と
か
唱
へ
て
ー
ど
つ
と
哭
い
て
今
ま
で
の
溜
涙
を
一

御
心
得
な
ら
ん
が
折
々
地
金
の
現
は
れ
る
は
仕
方
の
な
い
も
の
、
全

●

大

阪

文

芸

（

つ

ゞ

き

）

西

の

屋

ひ

が

し

お
や
だ
ま
た
け
し
ば
げ
ん
ざ
う
し

脚
本
小
督
是
れ
は
当
地
狂
言
作
者
の
巨
撃
竹
柴
諺
造
子
の
高
作
な

う
た
ひ

り
其
の
拠
る
所
は
謡
曲
の
小
督
に
し
て
台
詞
其
の
他
共
之
に
拠
ら
れ

す
く
な

た
る
所
少
か
ら
ず
最
も
優
美
に
又
最
も
情
緒
に
富
み
て
中
々
に
善

ほ
と

し
左
れ
ど
謡
曲
の
小
督
か
ら
し
て
文
章
幾
ん
ど
語
を
な
さ
ぬ
所
あ
る

を
ソ
ッ
ク
リ
丸
取
り
も
同
様
に
し
た
れ
ば
肝
腎
の
小
督
の
台
詞
の
中

こ
、
ら

に
も
語
を
な
さ
ぬ
所
多
く
此
処
は
作
者
の
改
む
べ
き
所
な
る
を
心
付

〈
明
治
24
年
11
月
8
日
付
〉

上
批
評
す
る
こ
と
あ
る
べ
し

整
ひ
之
を
一
号
に
比
す
れ
ば
又
一
層
の
好
雑
誌
と
な
れ
り
、

一
読
の

宇ぅ
鈴t田だ
木き川名

一
口
噺
、
雑
報
等
あ
り
体
裁
益
々

か

つ

ら

こ

ぶ

ん

し

ま

も

り

桂
小
文
枝
述
の
守
護
神
（
人
情
話
）
等
は
完
結
を
告
げ
、

ぶ

ん

か

い

し

こ

う

え

ふ

お

く

む

ら

し

ゃ

う

け

い

し

か

ぶ

し

き

わ

う

文
海
氏
の
紅
葉
（
小
説
）
奥
村
柾
分
氏
の
株
式
王
（
小
説
）

し

ん

ね

ん

し

お

も

で

ま

る

を

か

き

う

く

わ

し

い

と

は

ぎ

ひ

め

真
年
氏
の
思
ひ
出
る
ま
ま
（
随
筆
）
丸
岡
九
華
氏
の
糸
萩
姫
（
小
説
）

く

つ

み

け

つ

そ

ん

し

お

ほ

さ

か

ぶ

ん

が

く

し

ゃ

等
は
追
々
佳
境
に
進
み
、
別
に
久
津
見
蕨
村
氏
の
大
阪
の
文
学
者
に

の

ぞ

お

ほ

か

は

ほ

く

そ

ん

し

は

な

く

れ

な

ゐ

か

ね

こ

し

づ

え

し

望
む
（
論
説
）
大
川
北
祁
氏
の
花
は
紅
（
落
語
）
金
子
静
枝
氏
の

ぎ

し

み

つ

ば

う

き

う

ち

く

ぽ

た

ほ

う

あ

ん

し

か

り

や

た

む

ら

ち

義
士
密
謀
の
旧
地
（
記
文
）
久
保
田
蓬
庵
氏
の
苅
屋
（
謡
）
田
村
千

と

せ

し

ぐ

す

り

は

や

ま

き

く

す

ゐ

し

か

か

い

歳
氏
の
ひ
げ
薬
（
滑
稽
小
説
）
羽
山
菊
酔
氏
の
歌
解
（
漫
筆
）

か

め

い

つ

さ

ん

し

ち

か

あ

す

か

き

ち

よ

あ

き

亀
一
山
氏
の
近
飛
鳥
の
記
（
和
文
）
宇
田
川
半
痴
氏
の
千
代
の
秋
（
唱

せ
う
く
わ
い

歌
）
小
塊
訳
の
英
詩
及
び
俳
偕
、



な

か

く

に

う

ち

れ
ざ
り
し
は
残
念
／
＼
ヽ
又
仲
国
の
台
詞
の
中
に
「
琴
弾
く
者
も
仲
国

こ
れ

が
最
早
尋
ぬ
る
方
も
な
し
」
云
々
と
あ
り
之
は
健
気
な
八
つ
や
九
つ

で
」
云
々
又
は
「
之
れ
ぞ
尺
八
煩
悩
」
云
々
と
同
様
に
て
掛
り
た
る

ぢ

ぐ

ち

か

や

う

言
葉
な
る
べ
け
れ
ど
も
地
口
め
き
て
面
白
か
ら
ず
斯
様
に
無
理
無
体

こ

と

ぱ

い

ご

じ

ゃ

う

る

り

ぼ

ん

や

め

に
引
掛
く
る
言
辞
は
以
后
の
脚
本
院
本
等
に
は
廃
た
き
も
の
な
り

序
に
申
す
こ
の
脚
本
初
め
に
「
一
セ
イ
ノ
山
風
に
て
幕
開
く
」
と

う
た
ひ

記
し
夫
れ
よ
り
謡
曲
に
な
り
「
浅
黄
幕
を
切
っ
て
落
す
」
と
あ
り
て

あ

げ

く

は

て

本
舞
台
云
々
の
道
具
が
飾
付
あ
る
こ
と
を
記
し
た
る
上
句
の
果
又

「
こ
の
見
得
月
の
明
り
雁
の
声
好
み
の
合
方
に
て
幕
開
く
と
あ
り

わ

れ

ら

し

ば

ゐ

だ

う

う

か

吾
人
は
削
場
道
を
知
ら
ね
ば
妄
と
は
云
へ
ね
ど
竹
柴
子
の
芝
居
に
て

は
幕
を
二
度
開
け
さ
す
る
も
の
に
や

あ

き

て

ふ

か

が

は

A

う
し
う
し

秋
の
蝶
香
川
蓬
洲
子
が
滑
稽
の
オ
あ
る
こ
と
は
誰
れ
も
許
す
所
殊

ひ

げ

ち

り

に
本
篇
は
中
々
の
傑
作
評
者
も
腹
の
皮
を
よ
り
た
り
髭
の
塵
は
ら
ひ

に
次
ぐ
の
好
評
な
り
去
れ
ど
或
る
人
は
云
ふ
蓬
洲
居
士
の
作
と
し
て

は
称
し
が
た
し
第
一
鳶
田
で
信
仰
記
の
鳶
田
の
こ
と
を
な
し
照
八
を

輝
若
に
使
ふ
な
ど
俄
の
法
律
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
又
浄
瑠
璃
も

ふ

く

さ

だ

け

「
オ
、
こ
A

に
鮮
が
あ
る
、
と
吊
紗
押
あ
け
両
手
に
」
と
丈
語
っ
た

の
で
は
ボ
ケ
が
「
ア
、
コ
レ
／
＼
無
茶
し
い
な
で
へ
云
々
」
と
は
出

か

ら
れ
ず
左
れ
ば
余
人
な
ら
ば
イ
ザ
知
ら
ず
斯
か
る
事
は
百
も
承
知
二

百
も
合
点
と
い
ふ
蓬
洲
居
士
の
作
と
し
て
は
感
服
い
た
さ
れ
ず
と
此

し
欲
を
云
へ
ば
髭
の
塵
は
ら
ひ
に
せ
よ
秋
の
蝶
に
せ
よ
其
の
滑
稽
は

形
而
下
に
し
て
精
神
に
乏
し
左
れ
ば
ユ
ー
モ
ア
ー
の
上
乗
に
達
す
る

ゃ
う
御
勉
強
あ
り
た
し
と
想
ふ
の
み

ま

も

り

が

み

こ

う

だ

が

は

A

ん
ち
せ
ん
せ
い

守
護
神
之
は
宇
田
川
半
痴
先
生
の
作
に
て
当
時
落
語
家
の
人
気
取

か

つ

ら

こ

ぶ

ん

し

そ

う

人

＼

り
桂
小
文
枝
の
話
せ
る
も
の
を
当
地
の
速
記
者
中
錯
々
の
聞
え
高

と
も
の
さ
う
じ
ら
う
し

き
友
野
荘
次
郎
子
の
速
記
し
た
る
も
の
な
れ
ば
作
と
云
ひ
話
振
と
云

ひ
速
記
と
云
ひ
三
拍
子
揃
ひ
も
揃
っ
た
る
至
極
結
構
な
も
の
な
り
話

を
は
り

の
筋
は
未
だ
結
局
に
至
ね
ば
評
し
が
た
け
れ
ど
も
汽
車
の
中
で
こ

や
す
た
ら
う

そ
／
＼
と
美
人
と
安
太
郎
の
様
子
を
噂
し
て
羨
ま
し
が
る
所
な
ど
は

う

ま

こ

と

ば

甘
い
も
の
な
り
併
し
言
辞
が
東
京
や
ら
大
阪
や
ら
分
ら
ず
何
ん
と
な
き

ず

く
心
悪
い
や
う
で
嫌
味
な
や
う
で
聞
き
ー
イ
ヤ
ー
見
苦
し
き
が
瑕
饉

な
り

い

と

は

ぎ

ひ

め

み

や

こ

は

な

お

い

こ

う

え

ふ

糸
萩
姫
こ
は
都
の
花
の
初
め
東
都
の
文
学
雑
誌
に
於
て
紅
葉
、

露
伴
な
ど
、
並
び
立
つ
て
高
名
を
掲
げ
た
る
丸
岡
九
華
子
の
筆
に
成

こ
た
ぴ

れ
る
も
の
な
る
を
今
度
西
の
文
園
に
移
し
植
ゑ
た
る
に
て
姿
も
優
し

く
花
も
美
し
き
糸
萩
姫
と
な
ん
称
し
玉
ふ
御
方
の
物
語
に
ぞ
あ
る
姫

ほ

ん

い

と

ぐ

ち

の
御
性
質
も
御
動
作
も
未
だ
真
の
端
緒
な
れ
ば
チ
ラ
と
御
姿
を
拝
み

よ

し

あ

こ

た
る
ま
で
に
て
窺
ふ
に
由
な
け
れ
ば
評
も
奉
ら
ん
は
嗚
呼
の
業
な
り

た
ゞ但
し
文
章
の
優
れ
て
美
し
き
は
感
服
の
外
な
け
れ
ど
も
斯
か
る
王
候

し
か

わ
れ
ら

の
評
の
当
否
は
吾
人
之
を
知
ら
ず
兎
に
角
面
白
い
も
の
と
存
ぜ
り
併



好
む
も
の
は
誰
れ
知
ら
ぬ
人
も
な
か
る
べ
く
殊
に
先
生
は
世
の
デ
モ

べ
き
か

ご

も

ん

き

く

さ

う

あ

ん

か

め

い

つ

さ

ん

せ

ん

せ

い

い

や

し

く

は

い

か

い

御
門
菊
の
記
七
岬
ザ
奄
亀
一
山
先
生
と
云
へ
ば
荀
も
俳
偕
発
句
を

貴
人
の
こ
と
を
写
す
真
中
に
「
鋸
一
文
以
下
、
げ
に
此
王
の
徳
さ
こ

そ
と
思
や
ら
る
こ
ま
で
の
間
の
文
句
其
の
他
折
々
下
品
な
る
文
旬

た
と
へ

あ
る
は
何
事
ぞ
設
令
ば
糞
と
味
噌
と
を
一
所
に
す
る
も
の
で
は
ご
ざ

ら
ぬ
か
物
に
は
貴
賤
上
下
取
り
合
せ
の
あ
る
者
御
注
意
あ
ら
ま
ほ
し

つ

き

み

の

ち

く

ぽ

た

ほ

う

あ

ん

し

月
見
后
の
月
の
記
と
も
併
せ
て
久
保
田
蓬
庵
子
の
和
文
な
る
が
二

っ
と
も
中
々
に
面
白
う
出
来
た
り
取
り
分
け
后
の
月
を
善
し
と
す
其

た
ゞ

は
月
見
の
記
は
客
観
に
し
て
唯
見
た
る
様
の
み
写
す
こ
と
を
勉
め
た

こ
~
ろ

れ
ば
意
に
乏
し
后
の
月
は
梢
や
主
観
に
し
て
胸
に
想
ふ
こ
と
を
記

こ
ヽ
ろ

し
た
れ
ば
意
充
ち
た
る
を
以
て
な
り
子
は
未
だ
世
に
も
人
に
も
多

ふ
み

く
知
ら
れ
ざ
る
人
な
る
に
斯
く
ま
で
優
に
や
さ
し
き
文
か
、
ん
と

は
、
土
中
に
埋
れ
た
る
玉
の
如
し
こ
の
月
見
の
記
と
共
に
世
に
光
り

を
放
た
ん
こ
と
鏡
に
か
け
て
見
る
が
如
し
但
し
欲
を
云
へ
ば
斯
く
万

た
と

有
を
観
て
其
の
感
想
を
描
く
に
当
り
て
は
一
種
の
理
想
ー
瞥
へ
ば
ウ

つ
き
み

ヲ
ズ
ウ
ヲ
ル
ス
が
万
有
を
以
て
活
物
と
し
其
身
と
し
万
有
の
生
命
、

万
有
の
言
語
、
万
有
の
性
情
、
万
有
の
方
向
を
愛
す
る
こ
と
其
の
妻

は
さ
れ
た
し
と
想
ふ
の
み
併
し
之
を
子
に
望
む
は
少
し
く
無
理
な
る

其
の
妹
を
愛
す
る
が
如
き
一
種
の
哲
学
ー
を
蓄
へ
月
に
花
に
之
を
現

〈
明
治
24
年
11
月
27
日
付
〉

西
の
屋
ひ
が
し
寄
稿

（完）

俳
人
と
異
り
最
も
文
章
に
巧
み
な
れ
ば
こ
の
記
の
優
れ
て
善
き
こ
と

ち

う

ご

も

っ

と

も

は
云
ふ
ま
で
も
な
か
る
べ
き
が
俳
文
「
中
至
極
御
尤
と
い
ふ
の
外

あ
し

な
し
」
と
は
チ
ト
耳
立
ち
て
聞
え
た
り
其
の
他
の
歌
俳
句
共
に
悪
か

も
含
み
た
き
も
の
な
り

あ
ら
か
た

扱
て
之
に
て
大
阪
文
芸
の
批
評
も
大
略
は
終
り
た
り
俳
旬
雑
報
は
評

す
る
に
及
ば
ね
ば
云
は
ず
唯
云
ひ
た
き
は
一
口
話
し
に
て
こ
の
話
最

お

く

も
面
白
し
今
の
女
学
生
あ
が
り
の
奥
方
さ
ま
方
は
定
め
し
之
に
は
冷

汗
な
る
べ
し
之
を
要
す
る
に
大
阪
文
芸
は
実
に
種
々
の
も
の
を
詰
め

ご
も
く

込
み
た
る
雑
誌
に
て
悪
く
云
へ
ば
塵
埃
料
理
と
云
ふ
景
色
な
れ
ど
味

ふ
て
見
れ
ば
中
々
に
味
も
よ
い
滋
養
に
も
な
り
安
価
で
も
あ
り
至
極

な

に

と

ぞ

よ

ま

ん

（

さ

い

結
構
な
も
の
な
り
何
卒
其
の
寿
の
万
々
歳
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る

●
大
阪
文
芸
二
三
号
妄
評

お
よ

大
阪
文
芸
会
の
機
関
雑
誌
に
し
て
凡
そ
文
芸
上
に
関
す
る
事
は
何
ん

こ
れ

で
も
彼
で
も
詰
込
む
と
い
ふ
主
義
の
面
白
雑
誌
之
で
世
間
の
人
々
が

読
ま
な
け
れ
ば
先
が
無
理
だ
と
云
ひ
さ
う
な
好
雑
誌
、
大
阪
文
芸
は

に
対
し
て
云
ひ
出
づ
る
も
の
な
れ
ば
一
種
高
尚
な
る
理
想
は
是
非
と

ら
ず
但
し
蓬
ザ
奄
子
の
所
に
も
云
ひ
た
れ
ど
歌
も
俳
偕
も
万
有
と
人
と



去
る
二
日
に
二
号
を
出
し
又
去
る
十
六
日
に
三
号
を
出
し
た
り
何
に

が
扱
て
発
兌
の
当

H
を
欠
さ
ず
印
刷
美
麗
に
製
本
立
派
、
挿
画
は

と

し

つ

ね

み

ね

り

や

う

し

ち

よ

っ

年
恒
峯
の
両
子
が
丹
精
を
凝
ら
し
た
も
の
な
れ
ば
一
寸
と
見
る
か
ら

こ
れ
ら

惚
気
の
指
す
体
裁
な
り
誰
れ
か
之
を
読
ま
ざ
ら
ん
誰
か
之
を
買
は
ざ

わ
れ
ら

ら
ん
や
吾
人
も
発
兌
早
々
悦
ん
で
買
ふ
て
見
た
れ
ば
早
々
に
批
評
を

試
る
筈
な
り
し
が
余
り
面
白
い
の
に
見
取
れ
て
居
た
為
に
今
日
ま
で

の
延
引
、
遅
蒔
な
が
ら
一
号
を
評
し
た
縁
故
も
あ
れ
ば
簡
略
妥
に

き

う

ち

い

の

す

け

く

ん

そ

う

て

ん

か

い

と

く

が

は

し

評
言
を
呈
す
べ
し
扱
て
木
内
伊
之
介
君
の
（
僧
夭
海
と
徳
川
氏
の

し

よ

せ

い

い

よ

！

＼

よ

し

き

よ

初
世
）
引
証
確
実
推
論
精
緻
、
愈
々
佳
誰
や
ら
が
評
し
て
史
眼
矩
の

け

だ

く

わ

よ

ご
と如
し
と
謂
ふ
と
も
蓋
し
過
誉
に
非
る
也
と
云
っ
た
は
誠
に
適
評
一
点

た

ゞ

ち

う

き

や

く

の
申
し
分
な
し
唯
苦
情
を
申
せ
ば
文
中
註
脚
の
多
き
に
過
ぐ
る
に

ほ
ん
も
ん

あ
り
斯
か
る
註
脚
は
本
文
に
書
入
れ
ら
れ
得
べ
き
や
う
に
想
は
る
、

が
如
何
に
や
、
久
津
見
蕨
村
子
の
（
大
阪
の
文
学
者
に
望
む
）
是
れ

ま
た亦
一
種
気
概
あ
る
文
章
、
大
阪
の
文
学
者
は
一
読
三
省
必
ず
深
く
鑑

べ

か

お

い

し

え

ん

げ

き

か

い

り

や

う

つ

い

み
ざ
る
可
ら
ず
三
号
に
於
て
は
子
（
演
劇
の
改
良
に
就
て
）
論
ず
る

う
だ
が
は
ぶ
ん
か
い
く
ん

所
あ
り
未
完
な
れ
ば
完
結
を
侯
つ
て
評
せ
ん
宇
田
川
文
海
君
の

こ
う
え
ふ

（
紅
葉
）
三
号
に
て
完
結
と
な
れ
り
最
も
悲
哀
最
も
断
腸
而
し
能
＜

お
い
へ
も
の

い
に
し
へ
古
の
武
士
の
根
性
を
写
せ
り
斯
か
る
御
家
物
は
君
が
得
意
と
は
云

ひ
な
が
ら
全
編
読
み
来
り
て
之
を
想
へ
ば
先
に
余
り
傑
作
に
も
あ
ら

わ

れ

ら

た

い

へ

い

き

ず
と
云
ひ
た
る
は
吾
人
の
誤
り
な
る
こ
と
を
知
れ
り
文
章
も
太
平
記

●
大
阪
文
芸
二
三
号
妄
評
（
つ
ゞ
き
）
西
の
屋
ひ
が
し
妄
評

お

ほ

か

は

ほ

く

そ

ん

し

は

な

く

れ

な

ゐ

し

か

大
川
北
村
子
の
（
花
は
紅
）
落
語
と
は
妙
な
も
の
を
書
れ
た
り
併

ぴ
す
ゐ
ろ
う
し
ゅ
じ
ん

し
微
酔
楼
主
人
と
名
乗
り
出
で
、
初
め
て
文
学
界
へ
入
ら
れ
た
頃
よ

〈
明
治
24
年
11
月
3
0
日
付
〉

は
敬
服
々
々

（
未
完
）

て
益
あ
る
所
の
も
の
な
り
一
号
の
評
に
は
失
敬
を
申
し
た
れ
ど
今
度

の
嵐
に
名
利
の
夢
を
醒
し
、

町
に
て
尉
い
釦
‘

殊
に

二
号
に
は
小
鼓
の
話
、

恋
慕
の

謡
の
は
な
し
三

谷
の
水
に
業
障
の
垢
を
洗
ひ
、

し
か
人
＼

迷
ひ
を
渇
仰
の
悟
り
に
換
へ
候
は
ん
」
云
々
の
結
旬
最
も
妙
な
り

た

け

し

ば

げ

ん

ざ

う

し

こ

が

う

ひ

と

つ

か

ね

竹
柴
諺
蔵
子
の
（
小
督
）
流
石
は
餅
屋
は
餅
屋
な
り
一
鉦
の
拍
子
幕

べ
か

と
い
ふ
所
ま
で
読
み
去
つ
て
之
を
見
れ
ば
面
白
い
こ
と
云
ふ
可
ら
ず

三
号
に
御
顔
の
見
え
ぬ
は
大
遣
憾
な
り
、
奥
村
柾
分
子
の
（
株
式
王
）

し
か
ふ
さ
や
ま
と
う
い
ち

三
号
に
至
る
も
未
だ
完
結
に
至
ら
ね
ば
評
せ
ず
併
し
総
山
統
一
の
考

ろ
／
士
工

り
や
う
だ
て

へ
通
り
両
庭
と
や
ら
に
て
果
し
て
儲
か
る
も
の
に
や
若
し
之
が
甘

し
ん
だ
い

く
行
く
も
の
な
ら
ば
世
に
相
場
で
財
産
を
つ
ぶ
す
も
の
は
恐
ら
く
大

い

か

ゞ

す

ゞ

き

馬
鹿
者
の
外
に
は
あ
る
ま
じ
と
想
は
る
、
が
如
何
な
も
の
に
や
鈴
木

ま

と

し

を

う

お

も

ひ

で

真
年
翁
の
（
思
出
る
ま
、
）

号
に
は
大
阪
は
文
学
の
元
国
な
る
事
算
術
の
由
来
を
載
せ
ら
る
共
に

た
ゞ

考
証
精
確
に
し
て
音
に
其
の
道
の
人
の
み
な
ら
ず
広
く
世
人
の
読
み

こ
う
や

「
イ
デ
さ
ら
ば
高
野
の
山
に
分
登
り
て
、
峯

―-＝二四



お
う
で
ま
へ

り
見
れ
ば
御
腕
力
の
上
っ
た
こ
と
／
＼
実
に
驚
い
た
も
の
な
り
殊
に

す

ゐ

り

う

む

か

す

こ

し

こ

ぷ

当
篇
の
人
物
翠
柳
も
序
作
も
古
し
の
粋
な
旦
那
少
渋
の
捐
間
を
写

け

だ

さ

ん

ば

た

ゞ

お

し

し
得
て
妙
々
蓋
し
三
馬
も
裸
足
な
る
べ
し
唯
惜
む
べ
き
は
花
は
紅
と

あ

れ

い
ふ
題
目
な
り
如
斯
で
は
落
が
前
か
ら
知
れ
さ
う
で
悪
し
犬
の
川
端

か
く

と
か
何
ん
と
か
あ
り
た
し
斯
は
云
ふ
も
の
こ
一
号
三
号
の
内
に
て
之

れ
ほ
ど
洒
落
な
之
れ
ほ
ど
意
気
な
之
れ
ほ
ど
粋
な
之
れ
ほ
ど
面
白
い

ま
る
を
か

も
の
は
ご
ざ
る
ま
い
又
子
が
圧
巻
を
占
め
ら
れ
た
や
う
な
り
丸
岡

つ

か

ま

ど

う

九
華
子
の
（
糸
萩
姫
）
一
号
二
号
と
拝
見
仕
っ
た
所
に
て
は
如
何
し

て
も
滑
稽
小
説
と
は
請
取
れ
申
さ
ず
三
号
に
至
っ
て
御
自
身
の
御
口

上
を
承
は
つ
て
ハ
、
ア
、
成
る
程
、
で
げ
し
た
と
か
初
め
て
感
服
仕

っ
た
り
イ
ヤ
閉
口
頓
首
百
拝
千
拝
し
て
以
て
一
号
の
妄
評
を
謝
し
奉

な
ど

つ
る
以
後
は
決
し
て
全
篇
を
拝
見
仕
つ
ら
ず
し
て
妄
評
を
致
す
杯
の

失
敬
は
誓
つ
て
仕
つ
る
ま
じ
併
し
滑
稽
小
説
と
し
て
扱
て
再
度
拝
見

そ

の

か

し

仕
れ
ば
其
面
白
さ
加
減
を
笑
さ
加
減
と
い
ふ
も
の
は
得
も
云
は
れ
ず

よ

し

か

ね

こ

し

づ

え

し

ぎ

し

み

つ

ば

う

き

う

ち

こ

三
号
最
も
佳
金
子
静
枝
子
の
（
義
士
密
謀
の
旧
地
）
是
れ
京
都
文
学

か
ね
こ
き
ん
じ
く
ん

一
方
の
旗
頭
た
る
金
子
錦
二
君
の
筆
に
な
れ
る
も
の
二
号
三
号
に
し

よ
く

て
未
だ
完
結
に
至
ら
ね
ば
妄
に
評
し
が
た
け
れ
ど
も
能
御
調
べ
の
届

わ

れ

ら

た

ゞ

な

が

ま

さ

こ

う

い
た
も
の
吾
人
義
士
好
の
戴
い
て
読
む
べ
き
所
な
り
但
し
長
政
候
を

き

い

の

く

に

い

ほ

う

紀
伊
国
の
人
な
り
と
云
は
れ
た
る
は
如
何
に
、
紀
伊
は
候
が
移
封
の

い
か
ゞ

地
に
し
て
出
生
の
地
に
は
あ
ら
ず
と
覚
え
た
る
が
如
何
に
や

-＝最

ま

も

り

が

み

ご

と

う

だ

が

は

、

ん

ち

せ

ん

せ

い

（
守
護
神
）
既
に
一
号
の
評
に
も
云
へ
る
如
く
宇
田
川
半
痴
先
生
の

か

つ

ら

こ

ぶ

ん

し

と

も

の

さ

う

じ

ら

う

く

ん

作
で
桂
小
文
枝
の
話
し
た
る
を
友
野
荘
次
郎
君
が
速
記
し
た
も
の

よ
ん

な
れ
ば
誠
に
三
拍
子
揃
ひ
も
揃
つ
て
結
構
至
極
誰
れ
か
之
を
読
で
感

心
せ
ぬ
も
の
は
な
い
と
い
ふ
保
険
付
の
人
情
話
な
り
但
し
惜
い
こ
と

き
は

に
は
娘
の
懺
悔
の
際
が
チ
ト
カ
が
足
り
ぬ
や
う
な
り
去
れ
ど
「
心
だ

の
歌
の
意
を

に
真
の
道
に
適
ひ
な
ば
祈
ら
ず
と
て
も
神
や
守
ら
ん
」

ょ

取
り
宜
く
も
作
り
宜
く
も
話
し
宜
く
も
速
記
し
た
も
の
と
感
服
敬
服

＜

ぽ

た

ほ

う

あ

ん

し

か

り

や

さ

く

ま

げ

ん

ば

の

む

す

め

平
服
せ
ざ
る
を
得
ず
久
保
田
蓬
庵
子
の
（
苅
屋
、
佐
久
間
玄
蕃
女
、

長
歌
）
是
れ
二
号
三
号
に
出
で
た
る
子
が
優
麗
高
雅
の
文
章
な
り
苅

つ

い

も

ち

ろ

ん

屋
は
謡
曲
に
し
て
其
の
道
の
人
に
就
て
校
訂
し
た
り
と
あ
れ
ば
勿
論

謡
ふ
こ
と
を
得
べ
く
又
舞
ふ
こ
と
を
も
得
べ
け
れ
ば
申
分
な
き
謡
曲

う
づ
ら

と
い
ふ
べ
し
殊
に
道
行
に
て
「
月
の
都
を
立
出
て
／
＼
鶉
鳴
く
な

る
深
草
や
云
々
以
下
数
行
の
文
章
最
も
佳
「
シ
テ
」
「
ワ
キ
」
の
問
答

す

こ

こ

と

ば

か

は

ち

ぢ

も
頗
ぶ
る
佳
併
し
ワ
キ
の
詞
に
「
未
だ
河
内
路
を
見
ず
候
程
に
云
々

河
内
路
と
は
少
し
く
耳
立
ち
て
聞
ゆ
御
再
考
を
仰
ぎ
た
し
、
佐
久
間
か
し
う

玄
蕃
女
の
事
を
記
さ
れ
し
も
佳
殺
伐
の
枇
猶
ほ
戦
闘
の
公
事
と
嫁
姿

の
私
事
と
を
辮
へ
た
る
美
風
あ
り
し
を
童
蒙
婦
女
に
知
ら
し
む
る

み
つ
の
た
か
ら
ま
ゐ
て
し
ひ
と

有
益
の
文
章
と
云
ふ
べ
し
長
歌
二
首
三
神
賓
と
帰
化
人
と
な
り
文
は

わ
れ
ら

優
に
や
さ
し
く
し
て
佳
け
れ
ど
意
に
至
り
て
は
吾
人
感
服
仕
ら
ず
吾

人
は
子
に
望
む
斯
の
優
れ
た
る
文
を
以
て
宇
宙
万
有
内
外
各
国
の
実



〈
明
治
24
年
12月
2
日
付
〉

過
や
う
が
少
し
足
ざ
る
や
う
に
想
は
る
、
の
一
事
な
り
こ
の
娘
は
充
う
つ
さ

分
に
生
意
気
に
お
き
や
ん
に
御
転
婆
に
女
学
校
卒
業
生
の
弊
を
写

き
、
め

れ
ね
ば
ひ
げ
薬
の
効
験
も
あ
る
ま
じ

か
ら
ざ
る
べ
し

（
つ
ゞ
く
）

●

大

阪

文

芸

二

三

号

妄

評

（

つ

ゞ

き

）

西

の

屋

ひ

が

し

か

せ

ん

う

た

か

い

こ

お

め

い

せ

い

（
六
歌
仙
歌
の
解
）
是
れ
実
に
現
今
京
都
に
於
け
る
文
学
界
の
明
星

は

や

ま

き

く

す

ゐ

せ

ん

せ

い

は

し

が

き

お

い

羽
山
菊
酔
先
生
の
筆
に
成
れ
る
も
の
な
り
序
詞
に
於
て
充
分
に
謙
遜

ょ

の
意
を
述
ら
れ
た
り
と
雖
ど
も
文
章
閑
雅
に
し
て
而
か
も
能
＜
俗
に

け
だ

通
じ
婦
女
童
蒙
に
歌
の
意
を
解
せ
し
む
る
の
益
あ
る
こ
と
蓋
し
少
な

お

ま

さ

ま

た

（
阿
正
）
是
れ
亦
菊
酔
子
の
筆
得
意
の
文
章
最
も
面

白
し
未
だ
完
結
に
至
ら
ざ
れ
ば
全
体
の
評
は
暫
く
置
く
べ
し
、
七

さ

う

あ

ん

し

ゅ

じ

ん

ち

か

つ

あ

す

か

き

き

ん

た

い

わ

ぶ

ん

岬
庵
主
人
の
（
近
飛
鳥
の
記
）
近
体
和
文
と
で
も
申
す
べ
き
一
種
の

よ
し
と
も
ば
や
し
く
わ
う
へ
い
う
し

妙
文
字
、
ス
ラ
／
＼
と
し
て
佳
、
伴
林
光
平
大
人
の
文
の
図
ら
ず

よ

り

の

り

う

ち

も
主
人
の
紹
介
に
由
て
こ
の
雑
誌
に
載
た
る
も
嬉
し
中
に
記
さ
れ
た

最
早
や
耐
ら
ず
抱
腹
絶
倒
い
た
し
た
り
唯
惜
む
べ
き
は
出
過
娘
の
出

れ
ど
「
見
る
が
う
ち
に
鼻
の
下
へ
八
字
髭
生
ぬ
」
と
来
た
と
き
に
は

用
心
を
な
し
腹
に
ウ
ン
と
力
を
入
れ
て
笑
ふ
ま
じ
と
力
ん
で
読
み
た

稽
小
説
と
名
乗
り
か
け
て
出
ら
れ
た
れ
ば
兼
て
腹
の
皮
の
よ
じ
れ
ぬ

情
実
相
の
美
を
写
さ
れ
ん
こ
と
を
、
田
村
千
歳
子
の
（
ひ
げ
薬
）
滑

な
」
と
詠
れ
た
る
は
愛
憐
の
情
言
外
に
溢
れ
物
の
憐
れ
を
知
る
歌
人

は
総
て
斯
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
と
想
ひ
ぬ
但
し
「
終
に
聞
か

い

で

ち

ょ

す
べ
き
こ
と
は
一
言
も
え
い
ひ
出
ず
な
ん
と
」
は
憾
み
な
り
（
千
代

あ

き

は

ん

ち

こ

じ

あ

し

べ

を

ど

り

の
秋
）
是
れ
は
半
痴
居
士
が
薦
邊
踊
の
唱
歌
に
と
て
作
ら
れ
た
るよし

も
の
な
れ
ど
都
合
に
依
り
他
の
歌
と
作
り
替
へ
ら
れ
た
る
も
の
、
由

さ
き
の

な
る
が
中
々
に
面
白
く
出
来
た
り
過
日
歌
舞
練
場
に
て
唄
ひ
た
る
居

よ

き

せ

う

く

わ

い

し

士
が
作
の
歌
よ
り
も
此
の
方
却
て
善
や
う
な
り
小
塊
子
訳
の
英
詩

（
や
し
な
い
子
）
原
詩
を
見
ざ
れ
ば
妄
に
評
し
が
た
け
れ
ど
も
兎
に

か
く角
原
書
を
読
み
得
ざ
る
人
の
為
に
は
英
詩
の
朧
影
を
窺
ふ
に
足
る
も

む

い

う

こ

じ

ゐ

ん

ぽ

ん

う

つ

せ

み

の
な
る
べ
し
夢
遊
居
士
の
（
院
本
空
蝉
）
院
本
と
し
て
は
兎
に
角
云

す

こ

よ

し

ふ
も
の
、
尋
常
小
説
と
し
て
見
れ
は
頗
ぶ
る
佳
殊
に
三
号
に
於
て
は

た

し

こ

れ

梢
や
佳
境
に
入
り
た
れ
ば
一
読
の
価
値
は
悔
か
に
之
あ
り
、
多
田

す

ゐ

ら

け

ん

し

か

ど

垂
羅
軒
子
の
（
門
づ
け
）
未
発
端
な
れ
ば
妄
に
是
非
の
評
は
下
し
が

ま

ご

ゑ

も

ん

れ

ん

た
け
れ
ど
も
父
章
滴
洒
に
し
て
頗
ぶ
る
佳
殊
に
孫
右
衛
門
が
お
蓮
を

の

ち

ゃ

う

す

て

、

お

や

後
妻
に
姿
り
た
る
後
の
状
態
を
写
し
て
「
日
々
変
り
ゆ
く
父
親
の
身

こ

く

び

す

し

て

う

あ

ん

か

う

し

ん

さ

す

が

る
国
美
、
数
子
、
白
英
、
琴
緒
、
朝
安
好
信
等
諸
子
の
歌
は
流
石
に

は
し
も
と
し
げ
と
し
、

気
韻
高
く
し
て
面
白
き
が
中
に
も
橋
本
重
年
子
が
「
見
え
ぬ
身
は
撫

た
ま
て

て
も
見
た
く
思
ふ
哉
玉
手
の
山
の
山
の
け
し
き
を
」
と
あ
り
し
は
盲

い
と

人
の
情
左
こ
そ
と
察
せ
ら
れ
て
最
と
憐
れ
な
り
之
に
対
し
て
主
人
が

い
だ

「
玉
手
山
見
え
ぬ
人
に
も
聞
か
す
べ
く
う
つ
し
出
さ
ん
言
の
葉
も
が

二呉



で
も
な
く
関
心
妙
腕
誠
に
好
趣
向
、
満
紙
之
が
為
に
重
き
を
致
す
敬

し
み
て
色
々
な
想
像
を
廻
ら
し
た
末
「
詰
ら
ぬ
こ
と
に
心
を
砕
ひ
て

わ

れ

の

ぽ

あ

た

ま

僕
は
何
時
か
胸
に
半
鐘
、
ハ
ッ
ト
逆
上
せ
て
頭
脳
は
火
事
、
火
元
の

し
や
れ

比
丘
尼
は
素
知
ら
ぬ
顔
」
な
ど
中
々
落
洒
た
文
字
な
り
殊
に
一
度
比

す

f

な

ふ

た

A

ぴ

丘
尼
に
尋
ね
て
無
情
云
は
れ
尚
ほ
好
奇
心
の
や
み
が
た
く
し
て
再
度

蓮
／
＼
と
か
は
り
て
、
ま
た

H
脚
の
高
き
内
よ
り
、
取
り
膳
で
の
小

あ
さ
ま
し
く

持
ち
浅
間
敷
、
明
暮
に
お
貞
（
と
愛
し
が
ら
れ
し
声
の
、
今
は
お

鍋
立
、
二
人
さ
し
向
ふ
て
、
さ
し
つ
さ
、
れ
つ
、
助
け
つ
お
さ
へ
つ
、

は

て

も

つ

し

つ

こ

果
て
は
よ
れ
つ
紛
れ
つ
し
て
、
執
固
い
痴
話
の
ゑ
づ
く
ろ
し
き
云
々

を

こ

よ

し

も

と

し

う

て

い

し

能
く
も
淫
婦
に
感
ひ
た
る
男
子
の
状
を
写
し
得
た
り
吉
本
秋
亭
子
の

う

ふ

ね

や

、

ざ

ん

し

ん

（
憂
き
船
）
是
れ
又
潰
洒
斬
新
の
文
章
全
篇
の
評
は
未
だ
下
し
が
た

も
ん
じ

け
れ
ど
も
其
の
一
回
を
見
た
ば
か
り
で
も
オ
子
の
文
字
た
る
こ
と
を

知
る
に
足
れ
り
比
丘
尼
の
船
舷
に
愁
然
と
し
て
立
っ
た
る
様
を
不
審

評
現
の
如
く
意
匠
新
警
、

問
ふ
て
始
め
て
比
丘
尼
の
物
語
を
聞
く
こ
と
を
得
る
な
ど
は
意
匠
惨

か

つ

ら

ぷ

ん

や

ぢ

し

ん

憎
の
所
感
服
至
極
な
り
、
落
語
家
桂
文
屋
作
の
（
地
震
）
善
く
出
来

た
り
花
柳
軒
春
芳
子
の
（
御
祝
）
是
れ
も
至
極
面
白
し
山
本
梅
崖

先
生
の
漢
文
（
贈
紅
雲
来
序
）
三
渓
、
南
岳
、
籾
堂
、
等
諸
先
生
の

せ

い

／

＼

わ

れ

ら

結
構
齋
整
別
に
吾
人
の
賛
辞
を
呈
す
る
ま

服
々
々
此
の
他
俳
句
一
口
話
雑
報
等
は
別
に
評
な
し
但
し
二
号
ま
で

は
俳
偕
と
あ
っ
て
俳
句
の
み
な
り
し
を
三
号
に
は
一
山
其
祥
両
子
の

―尋

俳
偕
を
掲
げ
ら
れ
た
る
は
善
し
、
之
を
要
す
る
に
此
の
冊
子
小
と
雖

よ

み

い

つ

ぜ

ん

ど
も
千
紫
万
紅
百
花
爛
漫
読
去
り
読
来
り
て
興
味
溢
然
浪
花
文
学
の

れ
か
此
の
上
に
行
く
も
の
あ
ら
ん
誰
れ
か
此
の
足
元
に
だ
も
及
ぶ
も

の
あ
ら
ん
や

第
四
号
に
は
鉗
料
5
年
＇
〗
烹
の
、
町
駅
町
叫
戴
叡
叫

と
い
ふ
、
高
雅
凄
腕
な
る
読
切
物
語
と
、
菊
池
幽
芳
君
の
、
片
輪
車

お
い

と
い
ふ
清
新
奇
惜
な
る
読
切
物
語
と
東
京
の
文
学
界
に
於
て
若
手
の

し

ん

こ

ま

や

た

と

ゐ

の

う

え

り

つ

ゑ

ん

く

ん

利
者
、
俳
優
の
成
駒
屋
福
助
に
警
へ
ら
れ
し
、
井
上
笠
園
君
の

だ

い

に

ち

ば

う

た

け

し

ば

げ

ん

ざ

う

く

ん

ふ

ぢ

ふ

さ

大
日
坊
と
い
ふ
、
豪
放
爽
快
な
る
新
小
説
、
竹
柴
諺
蔵
君
の
藤
房
と

う
だ
が
は
ぶ
ん
か
い
く
ん

い
ふ
、
優
美
濃
艶
な
る
新
脚
本
、
宇
田
川
文
海
君
の
み
め
よ
り
と
い

う
が

ふ
能
く
人
情
の
微
を
穿
つ
た
人
情
話
な
ど
あ
り
て
、
益
々
佳
境
に
進

な

ほ

お

つ

め
り
、
猶
詳
細
な
る
批
評
は
追
て
試
む
る
こ
と
あ
る
べ
し

●
大
阪
文
芸
第
五
号
は
一
昨
日
大
阪
文
芸
社
よ
り
発
行
し
た
り
同

よ

ひ

ひ

や

う

こ

た

く

つ

み

け

つ

そ

ん

ぴ

じ

ゅ

つ

い

号
に
は
世
の
批
評
に
答
ふ
（
久
津
見
蕨
村
）
美
術
と
云
ふ
こ
と
に
就

（
ま
釦
叡
叡
）
年
5
記
（
叫
町
叫
叡
）

Eっ
け
（
知
臼
匹
配
置
酎
）

て 〈
明
治
24
年
12
月
2
4
日
付
〉

●
大
阪
文
芸

〈
明
治
24
年
12
月
8
日
付
〉

（
を
は
り
）

粋
を
集
め
得
て
妙
な
り
此
の
他
二
三
の
文
学
雑
誌
あ
り
と
雖
ど
も
誰



う

つ

せ

み

お

ほ

く

ぼ

む

い

う

か

ぶ

し

き

わ

う

お

く

む

ら

し

や

う

け

い

あ

ら

お

ほ

か

は

ほ

く

そ

ん

空
蝉
（
大
久
保
夢
遊
）
株
式
王
（
奥
村
柾
分
）
こ
ひ
争
ひ
（
大
川
北
祁
）

附
記
印
（
如
叫
叡
幻
）
及
び
陀
詞
（
虹
叩
知
即
）
町
町
剛
（
伽
四
和

ァ

ん

ざ

う

う

ふ

ね

よ

し

も

と

し

う

て

い

う

だ

が

は

ぶ

ん

か

い

か

つ

ら

桂

諺
蔵
）
憂
き
船
（
吉
本
秋
亭
）
み
め
よ
り
（
宇
田
川
文
海
作
、

小
文
枝
述
、
友
野
荘
次
郎
速
記
）
不
逢
恋
（
鈴
木
真
年
）
逍
遥
遊
、

り

や

う

け

い

わ

う

＜

ぽ

た

は

う

あ

ん

く

ぽ

た

せ

う

く

わ

い

さ

い

ぽ

梁
恵
王
（
久
保
田
蓬
庵
）
ふ
る
さ
と
（
久
保
田
小
塊
）
歳
暮
俳
詩

ふ

く

だ

ぱ

い

て

う

さ

し

ゑ

い

ね

の

と

し

つ

ね

つ

ゞ

ゐ

と

し

み

ね

（
福
田
梅
兆
）
等
を
載
せ
挿
画
は
稲
野
年
恒
、
筒
井
年
峯
の
両
氏

〈
明
治
25
年
2
月
1
1
日
付
〉
く

つ

み

け

つ

そ

ん

し

び

や

う

け

ん

ろ

ん

し

ゃ

げ

ん

●
大
阪
文
芸
第
八
号
に
は
久
津
見
蕨
村
氏
の
病
犬
論
者
に
一
言
す
と

あ

し

ふ

ね

か

て

い

し

題
し
葦
わ
け
船
の
桐
亭
氏
の
駁
論
を
反
駁
し
た
る
痛
快
の
文
字
あ
り

ゐ

の

う

え

り

つ

ゑ

ん

し

だ

い

に

ち

ば

う

よ

し

も

と

し

う

て

い

し

う

ふ

ね

た

ゞ

す

ゐ

ら

け

ん

井
上
笠
園
子
の
大
日
坊
、
吉
本
秋
亭
子
の
憂
き
船
、
多
田
垂
羅
軒
の

か

ど

を

は

り

せ

ん

ご

く

、

わ

し

う

し

か

れ

ゐ

も

の

が

た

り

門
づ
け
、
は
こ
、
に
完
結
を
告
げ
、
千
石
華
洲
子
の
埒
列
維
物
語
は

う

だ

が

は

ヽ

ん

ち

を

う

漸
や
く
佳
境
に
進
み
、
宇
田
川
半
痴
翁
は
ズ
ツ
と
目
先
を
変
へ
て

そ

ら

い

の

り

す

ゞ

き

ま

と

し

う

し

ぷ

つ

も

け

い

す

こ

空
祈
と
云
へ
る
狂
言
を
つ
ゞ
り
鈴
木
真
年
大
人
の
物
茂
卿
は
頗
ぶ

そ

の

た

お

く

む

ら

し

や

う

け

い

し

さ

く

や

こ

の

は

な

か

ほ

み

せ

る
耳
新
し
き
を
覚
え
其
他
奥
村
柾
分
氏
の
脚
本
咲
也
此
花
顔
見
勢
、

＜

ぽ

た

せ

う

く

わ

い

し

と

さ

に

つ

き

ば

う

か

う

＜

ぽ

た

は

う

あ

ん

を

う

久
保
田
小
塊
氏
の
和
文
土
佐
日
記
忘
考
及
び
久
保
田
蓬
ザ
奄
翁
の
和

い

へ

は

る

つ

き

や

ま

も

と

ば

い

が

い

を

う

じ

ご

た

け

だ

文
あ
れ
た
る
家
の
春
の
月
、
山
本
梅
崖
翁
の
漢
文
自
娯
小
文
序
武
田

と

う

か

う

し

ふ

ぢ

さ

は

さ

し

ゑ

と

し

つ

ね

と

し

み

ね

桃
香
氏
の
短
篇
小
説
藤
澤
等
あ
り
挿
画
は
年
恒
年
峰
の
両
氏
に
し
て

類
集
宜
し
き
を
得
て
篇
々
皆
誦
す
べ
し

る。
「
這
文
芸
」
を
は
じ
め
、
大
阪
で
発
行
さ
れ
た
文
学
雑
誌
は
中
央
で
も
無

視
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

「
新
刊
雑
誌
紹
介
」
欄
の

「
小
文
壇
第
一
号
」

よ
り
出
づ
、
本
号
に
於
て
は
以
上
浪
花
の
三
雑
誌
の
批
評
な
ど
に
忙

る
に
傾
き
て
燥
し
き
に
陥
り
は
せ
ず
や
と
気
遣
は
る
、
所
な
き
に
あ

て
出
で
た
れ
ば
に
や
気
焔
の
こ
:
か
し
こ
に
ほ
の
見
ゆ
る
あ
り

「
葦
分
船
」
や
「
浪
花
文
学
」
と
と
も
に
、
「
這
文
芸
」
の
名
も
挙
が
っ
て

い
る
。
「
新
刊
雑
誌
紹
介
」
で
は
、
こ
れ
ら
大
阪
で
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
に
つ

い
て
、

「
あ
な
ぐ
る
に
傾
き
て
燥
し
き
に
陥
り
は
せ
ず
や
と
気
遣
は
る
、

所
な
き
に
あ
ら
ず
又
体
裁
も
整
ひ
た
り
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ね
ど
」
と
危
惧

し
な
が
ら
も
、
「
自
ら
侍
む
所
あ
り
て
出
で
た
れ
ば
に
や
気
焔
の
こ
、
か

し
こ
に
ほ
の
見
ゆ
る
あ
り
」
と
そ
の
将
来
に
対
す
る
期
待
も
示
し
て
い

ら
ず
又
体
裁
も
整
ひ
た
り
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ね
ど
自
ら
侍
む
所
あ
り

し
く
て
や
、
未
だ
其
創
作
文
章
に
於
て
は
著
し
き
を
見
ず
、
あ
な
ぐ

花
文
学
」
に
加
ふ
る
に
此
「
小
文
壇
」
あ
り
、
大
阪
の
華
城
文
学
会

浪
速
の
文
界
既
に
「
葦
分
船
」
あ
り
「
大
阪
文
芸
」
あ
り
今
又
「
浪

の
評
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

の

「
文
学
界
」

(15
号）

の

――――-八



こ
の
よ
う
に
大
阪
の
文
学
活
動
の
発
展
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
這
文

「
笠
文
芸
」
の
廃
刊
の
理
由
を
、
小
島
吉
雄
は
『
大
阪
の
文
芸
〈
毎
日
放

送
文
化
双
書
10
〉
』
（
前
掲
）

い
る
。
「
這
文
芸
」

の
中
で
、
「
這
文
芸
」
に
関
わ
っ
た
者
の
う
ち
、

真
に
文
芸
を
理
解
し
、
黒
幕
的
存
在
と
し
て
牛
耳
っ
て
い
た
の
は
木
内
愛

渓
で
あ
っ
て
、
そ
の
木
内
愛
渓
が
明
治
二
十
五
年
七
月
に
大
阪
侮

H
新
聞

の
根
本
的
欠
陥
で
あ
る
「
雑
な
性
格
」
は
木
内
愛
渓
も

よ
く
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
し
、
脱
皮
へ
の
対
策
を
考
え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
ま
だ
機
の
熟
さ
な
い
う
ち
に
留
学
と
い
う
事
態
に
な
り
、
後

し
か
し
、
木
内
愛
渓
が
明
治
二
十
五
年
七
月
に
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
し
た
こ

と
が
「
這
文
芸
」
の
廃
刊
の
直
接
の
原
因
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
木
内
愛
渓
は
、
明
治
二
十
五
年
二
月
に
入
っ
て
も
、
大
阪
文
芸
会

に
属
し
、
例
会
に
参
加
し
て
い
た
。
明
治
二
十
五
年
二
月
二
十
九
日
の

●
文
芸
会
例
会

ぴ

ん

て

い

一
昨
夜
例
の
通
り
備
一
亭
に
て
開
き
た
る
大
阪
文

お

お

く

ぽ

む

い

う

ぬ

き

な

し

ゅ

ん

芸
会
の
景
況
を
聞
く
に
当
日
の
来
会
者
は
大
久
保
夢
遊
、
貰
名
駿

「
大
阪
毎
日
新
聞
」

の
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ニ――-九

一
、
訂
知
姐
廊
、
同
子
息
、
虻
叫
‘
久
罰
町
犀
印
‘
廷
JlI
如
鄭
ヽ

閲

尉

置

喜

‘

出

訓

‘

｛

記

直

‘

罰

酎

珀

ヽ

尉
尉
‘
如
叩
菱
‘
一
↓
輯
尉
雷
翫
‘
由
凱
渕
節
ヽ

叩
町
翫
‘
配
JII
忍
即
‘
叩
町
叡

5
、
野
正
応
平
ヽ
虹
配
知
却
町
‘

閉
叩
町
‘
即
悶
―
-
、
開
珈
碍
廊
‘
回
町
四
―
、
心
叫
粕
姐
‘

慰
印
記
尻
ヽ
即
叫
犀
叩
‘
知
紺
叡
七
、
和
叫
蜘
諏
ヽ
芝
町
が
‘
扉
耐

贔
‘
釘
酎
叫
‘
配
町
四
、
在
血
応
叡
‘
伽
印
釦
如
町
の
諸
氏
ま

た
俳
優
に
て
は
町
叩
応
町
沢
ヽ
肛
町
痴
町
‘
叩
印
応
―
―
町
‘
町
叫

よ

ね

ざ

う

か

た

を

か

ゞ

ざ

う

い

ち

か

は

さ

い

か

つ

ら

こ

ぶ

ん

し

米
蔵
、
片
岡
我
蔵
の
市
川
伊
左
三
諸
丈
落
語
家
で
は
桂
小
文
枝
丈

等
四
十
余
名
に
し
て
曾
て
前
号
に
も
記
せ
し
如
く
会
員
徳
崎
、
木

こ
も

K
＼

そ

れ

亀
、
鈴
木
等
の
諸
氏
交
々
に
得
意
の
談
話
あ
り
夫
よ

内
、
久
津
見
、

り
華
本
の
子
息
は
仕
舞
を
奏
で
次
に
は
余
興
と
し
て
例
の
福
引
等
の

こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
「
一
昨
夜
」
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
五
年
二
月

十
七
日
の
夜
に
開
か
れ
た
大
阪
文
芸
会
の
会
合
の
出
席
者
に
木
内
愛
渓
の

大
阪
文
芸
会
は
存
続
し
て
い
た
し
、
木
内
愛
渓
も
会
に
参
加
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
木
内
愛
渓
が
明
治
二
十
五
年
七
月
に
留
学
し
た

こ
と
を
「
翌
文
芸
」
の
廃
刊
の
直
接
的
な
理
由
と
見
て
い
る
小
島
説
に
は
疑

名
前
が
見
え
る
。

つ
ま
り
、
「
這
文
芸
」
が
発
行
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
も

趣
向
あ
り
て
散
会
せ
し
は
十
二
時
頃
な
り
と

を
託
す
者
も
い
な
い
ま
ま
、
廃
刊
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

記
者
の
海
外
派
遺
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
し
て

は
、
約
四
か
月
で
あ
っ
た
。

芸
」
は
八
号
で
短
い
生
涯
を
終
え
た
よ
う
で
あ
る
。
発
行
さ
れ
た
期
間



聖
上
皇
太
皇

皇
后
三
陛
下
及
び

髭
の
塵
は
ら
ひ

大
川
北
祁

紙
を
添
へ
て
同
社
へ
申
達
せ
ら
れ
た
る
由

う
だ
が
は
ぷ
ん
か
い

今
般
大
阪
文
芸
会
員
宇
田
川
文
海
以
下
六
名
よ
り
文
芸
草
子

宇
田
川
文
海

僧
天
海
と
徳
川
氏
の
初
世
（
歴
史
談
）

五
ー

●
大
阪
文
芸
雑
誌

か
た
じ
け
な

天

覧

を

辱

ふ

す

せ
る
雑
誌
大
阪
文
芸
は
義
き
に
宮
内
大
臣
へ
宛
奉
呈
し
た
り
し
に

ま
た
の

御
受
納
の
栄
を
辱
ふ
し
た
る
の
趣
を
以
て
股
野
宮
内
書
記
官
よ
り
別

ニ
ー
五

口
上

・

I
 

大
阪
文
芸
社
よ
り
発
兌

明
治
二
十
四
年
＋
月
十
九
日
発
行

の
よ
う
に
あ
る
。

ま
た
、
明
治
二
十
五
年
二
月
十
八
日
の
「
大
阪
侮

H
新
聞
」
に
も
、
次

あ
る
。

は
明
治
二
十
五
年
二
月
一
日
発
行
の
八
号
を
以
て
廃
刊
と
な
っ
た
よ
う
で

云
ふ

さ
ら
に
、
「
這
文
芸
」

の
八
号
は
宮
内
省
へ
の
献
上
と
な
っ
て
い
た
よ
う

●
大
阪
文
芸
宮
内
省
の
献
上
と
な
る

け
な
く
も
宮
内
省
へ
献
上
す
る
事
と
な
り
た
る
に
依
り
此
程
同
会
員

の
欠
蔚
町
叩
叩
‘
叫
叫
ヽ
距
和
如
年
ヽ
久
粛
町
釦
町
‘
杓
即
侃
ご
斯
ヽ

う
だ
が
は
ぶ
ん
か
い

宇
田
川
文
海
等
の
諸
氏
よ
り
宮
内
大
臣
へ
宛
謝
状
を
差
出
し
た
り
と

た

き

む

ね

さ

し

だ

し

そ

ろ

つ

き

で

ん

け

ん

い

た

さ

れ

そ

ろ

皇
太
子
殿
下
之
御
覧
に
供
し
度
旨
を
以
て
差
出
候
に
付
伝
献
被
致
候

あ

ひ

だ

そ

れ

さ

し

あ

げ

そ

ろ

こ

の

だ

ん

ま

を

し

い

れ

そ

ろ

な

り

間
夫
々
御
前
へ
差
上
候
此
段
申
入
候
也
ひ
ぢ
か
た
ひ
さ
も
と

宮
内
大
臣
土
方
久
元

そ
の
後
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
明
治
二
十
五
年
二
月
二
十
九
日
の

阪
毎
日
新
聞
」
に
大
阪
文
芸
会
の
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
「
這
文
芸
」

に
つ
い
て
の
記
事
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
宮
内
省
へ
の
献
上
と
い
う
栄

誉
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
そ
の
後
「
這
文
芸
」
が
発
行
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
や
は
り
「
這
文
芸
」

第
一
号

文
学
者
の
目
的
（
論
説
）

紅
葉
上
編
（
小
説
）（狂
言
）

文
芸
記
者
一
同

久
津
見
蕨
村

木
内
伊
之
介
（
愛
渓
）

―
一
ー
一
七

一
八
—
三
―
―

か
た
じ

今
般
大
阪
文
芸
雑
誌
は
辱

よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
二
月
六

H
の

「
大
阪
侮
日
新
聞
」
に
は
、
次
の

明
治
廿
五
年
二
月
十
五

8

ま
た
の
た
＜

宮
内
書
記
官
股
野
琢
殿

問
が
残
る
の
で
あ
る
。

ニ
四
〔
）

「大



僧
天
海
と
徳
川
氏
の
初
世
（
歴
史
談
）

雑
報
一
口
話

第
二
号

明
治
二
十
四
年
十
一
月
一
日
発
行

川
蓋
月
・
稲
野
年
恒
合
作
）

木
内
伊
之
介
（
愛
渓
）

一
ー
六

挿
画

雑
報
一
口
話

ニ
四

六
一
ー
六

六
O
l
六
0

俳
諧

五
八
ー
六
〇

英
詩

訳
・
小
塊
五
六
l

五
八

勇
士
美
人
に
謁
す
る
の
図
（
筒
井
年
峰
）
、
天
使
花
を
射
る
の
図
（
中

宇
田
川
半
痴
五
五
ー
五
六

挿
画

五
九
l

六
0

羽
山
菊
酔

ひ
げ
薬

千
歳
子

俳
諧

作
・
宇
田
川
半
痴

前
後
の
日
（
和
文
）

思
出
る
ま
、

秋
の
蝶
（
俄
）

守
護
神
（
人
情
話
）

御
門
菊
の
記

久
保
田
蓬
庵

三
0
ー
三
二

四
O
I
四
二

四
三
ー
四
九

四
九
I

五
二

五
ニ
ー
五
四

七
卿
庵
（
亀
一
山
）
五
四
ー
五
七

五
七
ー
五
八

五
八
ー
五
九

糸
萩
姫
第
一
回
（
小
説
）

丸
岡
九
華

義
士
密
謀
の
旧
地

金
子
静
枝

作
・
宇
田
川
半
痴
述
・
桂
小
文
枝
筆
記
・
友
野
荘
次
郎

糸
萩
姫

丸
岡
九
華

花
は
紅
（
落
語
）

北
埜
祁
夫
（
大
川
北
祁
）
二
五
l
-

―八

香
川
蓬
洲

思
出
る
ま
、第

二
回
（
小
説
）

守
護
神
（
人
情
話
）

苅
屋
（
能
）

申
（
紀
文
）

上
（
滑
稽
小
説
）

歌
解
（
漫
筆
）

近
飛
鳥
の
記
（
和
文
）

千
代
の
秋
（
唱
歌
）

述
・
桂
小
文
枝
筆
記
・
友
野
荘
次
郎

久
保
田
蓬
庵

ニ
八
ー
一
二
四

三
四
ー
一
二
七

三
七
！
四
二

四
二
I

四
五

四
五
ー
四
八

四
八
ー
五
一

七
岬
庵
主
人
（
亀
一
山
）
五
一
ー
五
五

（
随
筆
）
第
二
回
（
小
説
）

鈴
木
真
年

小
督

（
脚
本
）

竹
柴
諺
蔵

二
六
i

四
0

麟
鰐
闘
麟
株
式
王

奥
村
柾
分

虹
認
闘
麟
株
式
王
第
一
回
（
小
説
）

奥
村
柾
分

ニ
ニ
ー
一
二
六

小
督
（
脚
本
）

竹
柴
諺
蔵

（
随
筆
）

鈴
木
真
年

紅
葉

宇
田
川
文
海

空
蝉
（
院
本
）

大
久
保
夢
遊

二
三
ー
ニ
九

中
編
（
小
説
）

大
阪
の
文
学
者
に
望
む
（
論
説
）

久
津
見
蕨
村

―
一
ー
一
四

一
五
ー
十
八

一
八
ー
ニ
ニ

ニ
ニ
ー
ニ
五

六
ー



御
祝

義
士
密
謀
の
旧
地
丙
（
記
文
）

金
子
静
枝

地
震
（
落
語
）

桂
文
屋

憂
き
船

憂
き
船

慰
る
図
（
筒
井
年
峰
）

第
三
号

糸
萩
姫
（
小
説
）

阿
正
（
伝
記
）

思
出
る
ま
、

空
蝉
（
院
本
）

乙
（
記
文
）

下
（
滑
稽
小
説
）

佐
久
間
玄
蕃
女
（
史
伝
）

壺
（
小
説
）

吉
本
秋
亭
（
残
菊
）
四
六
—
五0

羽
山
菊
酔

久
津
見
蕨
村

大
久
保
夢
遊

久
保
田
蓬
庵

四
三
ー
四
六

糸
萩
姫

丸
岡
九
華

紅

葉

下

編

（
小
説
）

宇
田
川
文
海

高
野
聖
因
縁
諏
（
読
切
物
語
）

鈴
木
真
年

麟
鰐
麟
認
株
式
王
第
三
回
（
小
説
）

奥
村
柾
分

ひ
げ
薬

大
日
坊

井

上

笠

園

七

ー

門
づ
け
（
小
説
）

多
田
垂
羅

演
劇
改
良
に
就
て

一
ー
七

花
は
紅
（
落
語
）

北
野
村
夫
（
大
川
北
祁
）
二
三
ー
ニ
七

（
随
筆
）

鈴
木
真
年

一
五
ー
一
九

一
九
ー
ニ
―

二
―
ー
ニ
三

二
七
ー
三
一

千
歳
子
（
田
中
千
歳
）
三
一
ー
三
三

三
三
ー
三
八

三
八
ー
四
三

五
0
ー
五
〇

花
柳
軒
春
芳
（
小
山
春
芳
）
五
―

l

五一

近
飛
鳥
の
記
（
和
文
）

贈
紅
雲
来
序
（
漢
文
）

嫁
を
祈
る
の
図
（
筒
井
年
峰
）

第
四
号

上
（
小
説
）

藤
房
卿
（
脚
本
）

第
四
回
（
小
説
）

阿
正
（
伝
記
）弐

（
小
説
）

竹
柴
諺
造
（
諺
蔵
）

吉
本
秋
亭

―
一
ー
一
五

一
五
ー
ニ
〇

二
0
ー
ニ
四

ニ
四
ー
ニ
七

二
七
ー
―
―

1
0

三
一
ー
三
三

羽
山
菊
水

丸

岡

九

華

九

ー

一

五

義
士
密
謀
の
旧
地

金
子
静
枝

挿
画

演
劇
の
改
良
に
就
て

六
ー
九

一
ー
六

雑
報
一
口
話

七
草
庵
主
人
（
亀
一
山
）
五
一
ー
五
五

久
保
田
有
恒

久
津
見
蕨
村

明
治
二
十
四
年
十
二
月
七
日
発
行

烈
女
一
室
に
死
を
決
す
る
の
図
（
稲
野
年
恒
）
、
勇
士
怒
に
乗
し
て
舅

五
七
I

五
八

五
八
l

五
九

明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
六
日
発
行

俳
諧
長
歌

五
六
ー
五
七

山
本
梅
崖
五
五
i

五
六

仲
国
嵯
峨
野
に
小
督
を
尋
る
図
（
稲
野
年
恒
）
、
オ
子
農
家
に
美
人
を

ニ四―



雑
報

批
評

一山）

仝

和

韻

入
道
涙
を
呑
ん
で
二
子
に
別
る
、
図
（
稲
野
年
恒
）
、
龍
門
の
図
（
亀

歳
暮
俳
詩

挿
画

六
ニ
ー
表
紙
3

み
め
よ
り
（
人
情
話
）

空
蝉
（
院
本
）第

二
、
三
回
（
小
説
）

題
龍
門
之
図
（
題
詞
）

片
輪
車
（
読
切
小
説
）

菅
廟
献
眺
詩
跛
（
詩
文
）

訪
隠
者
（
和
文
）

蜘
蛛
（
長
歌
）

序
•
久
保
田
蓬
庵

甲
斐
源
氏
（
長
歌
）

『
国
民
修
身
談
』
）

大
久
保
夢
遊

久
保
田
蓬
庵

伊
達
（
安
達
）
ち
ひ
ろ

久
保
田
有
恒

三
三
ー
三
七

三
七
ー
四
二

四
ニ
ー
四
七

四
八
ー
四
八

四
八
I

五
二

五
ニ
ー
五
五

五
五
ー
五
五

五
七
ー
五
八

五
八
ー
五
八

（
『
勅
諭
修
身
経
階
梯
』
『
勅
諭
修
身
経
読
本
』
『
勅
諭
修
身
経
詳
解
』

第
五
号

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日
発
行

第
五
回
（
小
説
）

空
蝉
（
院
本
）

闘
疇
闘
証
株
式
王

こ
ひ
争
ひ
（
読
切
小
説
）

雙
室
内
旅
行
（
寓
意
小
説
）

藤
房
卿
（
脚
本
）

第
三
回
（
小
説
）

第
二
席
（
人
情
話
）

逍
遥
遊
（
漢
文
和
訳
）

梁
恵
王
（
漢
文
和
訳
）

ふ
る
さ
と
（
新
体
詩
〈
英
詩
〉
）

不
逢
恋
（
物
語
）

ニ四―

福
田
梅
兆

五
六
ー
五
六

五
五
ー
五
六

久
津
見
蕨
村

大
久
保
夢
遊

竹
柴
諺
造
（
諺
蔵
）
三
五
ー
三
九

吉
本
秋
亭

久
保
田
蓬
庵

久
保
田
蓬
庵

久
保
田
小
塊

久
保
田
蓬
庵

鈴
木
真
年

四
八
ー
五
四

五
四
ー
五
五

五
七
ー
五
七

五
七
ー
五
七

六
＿
ー
六

作
・
宇
田
川
半
痴
述
・
桂
小
文
枝
筆
記
・
友
野
荘
次
郎

四
ニ
ー
四
八

歌
俳
諧

五
九
ー
六

み
め
よ
り

憂
き
船

太
田
焉
然

三
ニ
ー
―
―
一
五

三
九
ー
四
二

五
六
ー
五
七

大
川
北
埜
（
北
祁
）
二
八
ー

山
本
梅
崖

第
四
回
（
小
説
）

奥
村
柾
分

二
三
ー
ニ
八

地
震
（
落
語
）

桂
小
文
枝

二
0
ー
―
一
三

菊
池
幽
芳

門
づ
け
第
四
、
五
回
（
小
説
）

多
田
垂
羅

一
五
ー
―

1
0

亀
一
山

糸
萩
姫

丸

岡

九

華

九

ー

一

五

門
づ
け

多
田
垂
羅

美
術
と
謂
ふ
こ
と
に
就
て
（
論
説
）

牧
鶴
城

作
・
宇
田
川
半
痴
述
・
桂
小
文
枝
筆
記
・
友
野
荘
次
郎

泄
の
批
評
に
答
ふ
（
論
説
）

七
ー
九

一
ー
六



大
日
坊
中
（
小
説
）

井
上
笠
園

明
治
二
十
五
年
一
月
四
日
発
行

書
作
る
わ
ざ
（
和
文
）

丁
（
紀
文
）

第
四
回
（
小
説
）

久
津
見
蕨
村

久
保
田
小
塊

金
子
錦
枝
（
静
枝
）

吉
本
秋
亭

二
0
ー
ニ
三

本
邦
の
文
芸
は
神
世
に
権
輿
せ
る
説

鈴
木
真
年

一
六
ー
ニ
〇

憂
き
船

一
四
ー
一
六

義
士
密
謀
の
旧
地

九
ー
一
四

六
ー
八

岩
戸
開
之
図
（
亀
一
山
）
、
鳳
嗚
鸞
舞
の
図
（
稲
野
年
恒
）

三
木
村
甚
五
左
衛
門

附
録

挿
画

雑
報

美
論
抄
第
一
（
論
説
）

ニー六

狂
歌

新
年
の
辞

I 

俳
諧
和
歌

第
六
号

月
ざ
ら
へ

親
子
喧
嘩
（
落
語
）

七
福
神
（
落
語
）

丸
岡
九
華

述
・
桂
文
星

述
・
桂
文
星

室
内
旅
行
題
詞
（
中
江
兆
民
）

述
・
桂
小
文
枝

書

新
羽
衣
（
落
語
）

桂
文
枝

阿
貞
三
子
を
携
へ
て
火
災
を
脱
る
、
図
（
稲
野
年
恒
）
、
重
衝
千
手
と

合
奏
す
る
の
図
（
筒
井
年
峯
）

雛
鶏
瓢
記
（
漢
文
）

ゃ
ん
ご
と
な
き
家
の
初
春
（
和
文
）

山
本
梅
崖

挿
画

麟
鰐
麟
麟
株
式
王
第
五
回
（
小
説
）

奥
村
柾
分

雑
報

六
五
ー
六
六

槍
梅

上
（
小
説
）

宇
田
川
文
海

（
「
早
稲
田
文
学
」
）

藤
房
卿
（
脚
本
）

批
評

六
四
—
六
四

研
列
維
物
語

詩
歌
俳
句

五
八
ー
六

第
六
回
（
小
説
）

七
拾
六
番
歌
合
の
お
く
に
書
つ
く
る
詞

弾
琴
緒

五
七
ー
五
七

讐
内
旅
行

門
づ
け

第
二
（
寓
意
小
説
）

多
田
垂
羅
軒

訳
・
千
石
華
洲

久
保
田
蓬
庵

太
田
焉
然

ニ
四
四

一
ー
七

ニ
四
ー
ニ
七

ニ
八
l

三一

三
―
—
三
五

竹
柴
諺
造
（
諺
蔵
）
三
五
ー
三
九

三
九
ー
四
三

四
三
ー
四
九

四
九
ー
五

0

五
0
—
五
一

五―

l

五
四

五
四
ー
五
五

五
七
ー
五
七

五
七
ー
五
七

五
七
ー
五
八

五
六
ー
五
七

五
六
ー
五
六

五
五
ー
五
六



讐
内
旅
行

焉
然
居
士
（
太
田
焉
然
）
六
ー
一
四

二璧

美
論
抄

白
犬
の
初
夢

飛
龍
沖
天
之
図
（
鈴
木
松
年
）

第
七
号

第
二
（
論
説
）

月
の
名
考
（
考
証
）

第
三
（
寓
意
小
説
）

久
津
見
蕨
村

吉
岡
花
子

明
治
二
十
五
年
一
月
十
八
日
発
行

挿
画

社
告

国
峰
）

業
平
東
下
り
及
望
月
の
図
（
亀
一
山
）
、
美
人
梅
を
折
る
の
図
（
歌
川

六
八
ー
六
八

雑
報

六
六
ー
六
七

附
録
挿
画

和
歌
俳
旬

六
―
ー
六
六

亥

亥

北
野
祁
夫
（
大
川
北
埜
）
三
四
ー
三
五

六
―
ー
六

戌

千
歳
子

奈
良
松
障

六
＿
ー
六

酉

酉

鈴
木
真
年

題
呉
王
夜
宴
図
旧
作
（
漢
文
）

山
本
轍

六
〇
ー
六

申

三
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